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大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

　これまで、広報ひらどは
企画課地域振興班で編集・
発行していましたが、10月
の組織改革に伴い、総務課
広報広聴班に業務が移管さ
れました。編集担当の　と
　も業務と共に異動しまし
たので引き続き広報ひらど
の編集を担当いたします。
これからも広報ひらどが、
市民のみなさんと行政を結
ぶ架け橋になれるよう今後
一層充実を図りたいと考え
ています。今後ともどうぞ
よろしくお願いします。�
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◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,442人（－37）�

　男性／18,087人（－13）�

　女性／20,355人（－24）�

■世帯数　14,533戸（－0）�

※（ ）は、前月との比較�

平成19年９月1日現在�

　９月の救急医療週間にちなみ、
同月４日、平戸港交流広場で、
集団事故想定訓練が行われま
した。訓練は、車３台の絡む
事故が発生したと想定して行
われ、消防本部職員のほか、
平戸市医師会や県のドクター
ヘリの協力のもとに行われま
した。訓練終了後には、ドク
ターヘリや消防車両などの公
開・説明も行われました。　
　�

　先日、取材の合間、道脇
にマンジュシャゲが咲いて
いるのを見かけました。通
常彼岸花と呼ばれているこ
の花は、各地で約１千ほど
の別名を持っているそうです。
地方によってものに対する
感じ方が違い、このように
呼び名が増えたのでしょう。
植物に限らず、平戸ならで
はの面白い呼び名のものが
ありましたら、ぜひ教えて
ください。由来を調べると、
新たな平戸の一面を発見で
きるかもしれません。�

Ed i to r ia l

国土交通省実証実験まちめぐりナビ・プロジェクト�

　国土交通省は観光客への情報提供の先進的な事例をつくるために、公募によ

るプロジェクトを実験的に実施しており、平戸観光協会を主体とした協議会か

ら提案した案件が支援対象に採択されました。平成19年10月から12月までの間、

平戸地区の市街地を対象に実験を行います。�

大航海時代の城下町ナビ・プロジェクト協議会�
（事務局：平戸観光協会内）　23-8600�
E-Mail info@hirado-net.com

▲ 携帯画面イメージ�

※GPS機能に対応していない機種ではご�

　利用できません。�

特集「組織改革」特集「組織改革」�

病院に関する市民アンケート結果報告病院に関する市民アンケート結果報告�

市民のみなさんの声を市政に市民のみなさんの声を市政に�

「市政懇談会」「市政懇談会」�

市職員の給与と職員数の状況市職員の給与と職員数の状況�

についてお知らせしますについてお知らせします�

サッカーを通して国際交流サッカーを通して国際交流�

観光人材育成プロジェクト観光人材育成プロジェクト�

若きアスリートたち若きアスリートたち、�

モダンアートのコラボレーションモダンアートのコラボレーション�
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についてお知らせします�

サッカーを通して国際交流�

観光人材育成プロジェクト�

若きアスリートたち、�

モダンアートのコラボレーション�

まちのできごとまちのできごと�

まちのひとびとまちのひとびと�

みんなの図書館みんなの図書館�

サン・ケア平戸通信サン・ケア平戸通信�

平戸遺産平戸遺産～平戸の深い歴史を知る資料～～平戸の深い歴史を知る資料～�

平戸オランダ商館風説書、おしえて年金�

イベントインフォメーションイベントインフォメーション�

平戸市からのおしらせ平戸市からのおしらせ�

情報ひろば情報ひろば�

人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと 

まちのできごと�

まちのひとびと�

みんなの図書館�

サン・ケア平戸通信�
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人口の動き・編集室からひとこと 

　ドコモ・au・ソフトバンクの携帯
電話で利用できます。バーコードリ
ーダーや撮影機能を使ってＱＲコー
ドを読み込んでください。�
　後は、画面の操作手順に従って進
んでください。�
※ＱＲコードの読み込み方法は、携帯電　話
のメーカー毎に操作手順が異なり　ますの
でご注意ください。�
※ＱＲコード読み込み機能が無い携帯　電
話からは、URLを直接入力してくだ　さい。�
※一部の機種では、ご利用出来ない場合
　があります。ご了承ください。�

携帯電話からのアクセス方法�

　今いる場所から一番近い「食事場所」
や「おみやげ」、「みどころ」といったさ
まざまな情報を検索できます。�

　各ポイントに着いたら「この辺検索」
をクリック。携帯電話のスタンプ帳
に★マークが押されていきます。全
ポイントを回ったら、プレゼントに
応募しましょう！�

　携帯電話を使って「この辺検索」
をクリックすると、お宝が見つかる
ことがあります。中には各種割引に
利用できるものも。新着情報では、
割引を受けられるお得な情報もある
のでチェックしてみよう。�

このプロジェクトに�
参加してみたい事業者さんへ�

・地元のみなさんに、季節の  
　新メニューなどをお知らせ
　したいけど、いい方法は？�
・近くの通りまで来ているお
　客さんを誘導したい�
・ポスターを貼ったりチラシ
　を置くだけでは限界がある�

 URL http://www.hirado-net.com/m/

GPSで近くのお店を探せちゃう！�

スタンプラリーでプレゼント！？�

宝探しや新着情報で得しよう！�

お問い合わせ�
そんな時にご利用ください！�
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ココ�

　
　
在
、
市
で
は
、
継
続
的
に
住
民
サ

　
　
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
安
定
し
た

財
政
運
営
を
目
指
し
て
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
組
織

改
革
は
、
本
庁
と
支
所
の
役
割
分
担
を

見
直
す
こ
と
で
、
本
庁
集
約
化
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、
単
な
る
組
織
の
縮
小
で

は
な
く
、
重
要
課
題
に
対
応
で
き
る
実

行
組
織
へ
と
再
編
し
て
い
ま
す
。�

���

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
、
協
働
型

社
会
の
中
で
の
市
政
運
営
と
い
う
も
の

を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

手
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
行
政

に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
、
自
ら
意
見
を

出
し
、
必
要
な
こ
と
は
自
ら
対
応
し
て

い
た
だ
く
、
今
の
市
政
を
協
働
型
の
社

会
の
仕
組
み
に
変
え
て
い
く
。
い
わ
ば

新
し
い
市
役
所
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と

の
関
係
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　
今
回
の
組
織
改
革
で
は
、
企
画
課
に

地
域
協
働
推
進
室
を
新
た
に
設
置
し
、

各
支
所
に
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
担
当

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
に

向
け
た
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
、

官
と
民
が
協
働
し
て
進
め
て
い
く
仕
組

み
を
こ
れ
か
ら
創
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
産
業
の
振
興
と
雇
用
対
策
は
、
市
の

活
性
化
を
図
る
上
で
、
最
も
重
要
な
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
戸
市
の
産
業

の
柱
で
あ
る
観
光
業
と
農
林
水
産
業
の

連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
行
政
内
部
の

組
織
と
し
て
農
林
課
、
水
産
課
、
企
画

課
の
課
長
補
佐
に
観
光
商
工
課
の
兼
務

辞
令
を
発
令
し
、
担
当
者
を
特
定
し
た

上
で
課
を
越
え
た
横
断
的
な
組
織
を
つ

く
り
、
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。�

 

ま
た
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
観
光

商
工
課
に
企
業
立
地
対
策
室
を
設
け
、

企
業
誘
致
や
地
場
企
業
の
新
た
な
事
業

展
開
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
創

出
を
図
り
ま
す
。�

　�　
今
回
、
本
庁
と
総
合
支
所
の
役
割
分

担
を
見
直
す
こ
と
で
、
新
た
な
業
務
に

職
員
を
再
配
置
し
ま
し
た
。
合
併
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
平
戸
市
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
平
戸
市
長
　
白
　
　
信�

�

　�

��

　
再
編
前
の
支
所
は
、
総
合
支
所
方
式
を

採
用
し
、
合
併
前
の
役
場
の
機
能
を
ほ
と

ん
ど
残
し
、
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
本
庁
と
支
所
で
同
種
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
に
職
員

が
必
要
と
な
り
、
事
務
処
理
の
効
率
化
や

職
員
の
削
減
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。�

　
今
回
の
組
織
再
編
で
は
、
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
機
構
、
責
任
の
所
在
が
明
確
な

組
織
と
す
る
た
め
、
本
庁
と
支
所
の
役
割

を
次
の
よ
う
に
明
確
化
し
ま
し
た
。�

　
本
庁
は
、
市
全
体
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
総

括
管
理
し
、
農
林
水
産
、
建
設
関
係
事
業

の
企
画
立
案
、
調
整
、
事
業
実
施
を
集
約

し
、
一
本
化
す
る
こ
と
で
事
務
処
理
の
効

率
化
を
図
り
、
市
全
体
の
重
要
課
題
へ
対

応
す
る
組
織
と
し
ま
し
た
。�

　
支
所
は
、
行
政
の
総
合
窓
口
と
し
て
位

置
付
け
、
各
種
申
請
・
届
け
出
の
受
け
付

け
、
相
談
業
務
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

地
域
内
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
、

住
民
に
身
近
な
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の

維
持
管
理
お
よ
び
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
業

務
を
提
供
す
る
組
織
と
し
、
支
所
に
あ
っ

た
４
つ
の
課
を
２
つ
の
課
に
統
合
し
ま
し

た
。�

▼
旧
総
務
企
画
課
・
旧
市
民
生
活
課�

　
↓
市
民
協
働
課�

▼
旧
産
業
振
興
課
・
旧
建
設
課�

　
↓
産
業
建
設
課�

����

※
従
来
支
所
で
取
り
扱
っ
て
い
た
申
請
の

　
受
け
付
け
、
証
明
書
発
行
な
ど
に
つ
い

　
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
提
供
し
て

　
い
き
ま
す
。
各
種
申
請
な
ど
の
支
所
の

　
所
管
窓
口
に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

���

　
市
民
が
必
要
と
し
て
い
る
重
要
課
題
に

対
応
し
た
実
行
組
織
を
構
築
す
る
た
め
、

新
し
い
推
進
室
・
対
策
室
の
設
置
や
専
任

職
員
の
再
配
置
を
行
い
ま
し
た
。�

①
地
域
協
働
推
進
室
（
企
画
課
）�

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
を
進
め
る

た
め
、
協
働
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深

め
る
学
習
機
会
の
提
供
や
協
働
の
場
を
提

供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。�

②
企
業
立
地
対
策
室
（
観
光
商
工
課
）�

　
地
元
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
よ

り
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
誘
致
企
業
の
人

材
確
保
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
場
企

業
へ
の
情
報
提
供
、
異
業
種
の
連
携
に
よ

る
新
た
な
事
業
展
開
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。�

③
商
工
物
産
班
（
観
光
商
工
課
）�

　
農
林
水
産
業
と
観
光
・
商
工
業
と
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
、
各
課
の
横
断
的
な

組
織
を
設
置
し
、
特
産
品
開
発
や
平
戸
ブ

ラ
ン
ド
化
の
確
立
と
収
益
増
加
の
調
査
研

究
を
行
い
ま
す
。�

��

④
子
育
て
支
援
班
（
福
祉
事
務
所
）�

　
子
育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、

子
育
て
支
援
の
総
合
窓
口
を
設
置
し
、
保

健
師
に
よ
る
育
児
相
談
や
子
育
て
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。�

���

⑤
滞
納
対
策
班
（
行
革
管
理
課
）�

　
納
税
班
（
税
務
課
）�

　
納
税
者
・
受
益
者
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
市
税
や
住
宅
使
用
料
な
ど
の
悪

質
・
高
額
滞
納
者
に
対
し
て
、
厳
正
な
滞

納
整
理
を
行
い
ま
す
。�

⑥
文
化
遺
産
班
（
文
化
遺
産
課
）�

　
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
県
・

関
係
市
町
と
連
携
し
、
長
崎
の
教
会
群（
田

平
・
宝
亀
教
会
）の
世
界
遺
産
登
録
の
準
備

や
周
知
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、
大
島
地
区
に
消
防
・
救
急

業
務
を
提
供
す
る
消
防
の
大
島
出
張
所
の

新
設
（
写
真
右
下
）
や
平
戸
地
区
国
土
調

査
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
、
効
率
性
、
機

動
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
国
土
調
査
課

を
新
設
し
、
旧
長
崎
県
平
戸
農
村
整
備
事

業
所
跡
（
海
上
保
安
所
前
・
写
真
左
下
）
に

移
転
し
て
い
ま
す
。�

※
組
織
再
編
後
の
各
課
の
配
置
、
構
成
お

　
よ
び
主
な
仕
事
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー

　
ジ
か
ら
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

��������������������������������

お
問
い
合
わ
せ�

　
行
革
管
理
課
行
革
推
進
室�

　
（
　
内
線
２
４
８
４
）�

01　機構改革の概要�

本
庁
と
支
所
の
役
割
を
明
確
に
し
た�

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
へ�

国土調査課位置図�

▲移転した国土調査課�

▲大島地区に新設した市消防署大島出張所�

重
要
課
題
に
対
応
し
た
実
行
組
織
へ�

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の�

推
進
を
図
り
ま
す�

産
業
振
興
・
企
業
誘
致
と�

雇
用
対
策
に
取
り
組
み
ま
す�

至　市役所方面�

平戸文化センター�

平戸観光協会�

平戸海上保安署�

九州電力�

 広報 ひらど　2007. 10
Hirado City Public Relations 2

 広報 ひらど　平成19年10月号�
Hirado City Public Relations3



戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許可、外国人登録など�

廃棄物処理、指定ごみ袋、浄化槽補助金、畜犬・狂犬病、交通安全、防犯など�

介護保険の認定、給付および介護保険料賦課など�

高齢者福祉、老人クラブ、敬老・長寿祝金など�

国民健康保険、老人医療、国民年金など�

老人施設措置、戦没者追悼式など�

生活保護、生活相談、医療・介護事務など�

子育てに関する総合窓口、児童福祉、児童手当、福祉医療（乳幼児・母子）など�

障害者福祉、精神保健福祉、福祉医療（障害者）など�

税関係諸証明、納税組合、市税の収入管理など�

臨戸徴収、市外滞納徴収、税の滞納処分など�

市民税、国民健康保険税、軽自動車税、入湯税などの賦課など�

家屋・土地調査、固定資産税の賦課など�

口座振替、払込処理、出納記録整理、指定金融機関との連絡調整など�

予算支出の審査・指導、市有物品管理など�

陳情受付、市道等の占用・使用許可など�

市道の新設・改良・維持事業、道路の災害復旧事業、原材料支給など�

急傾斜地崩壊対策事業、公共土木施設・河川災害復旧事業など�

公営住宅入居者選考、公営住宅管理および家賃徴収など�

都市計画事業、都市計画審議会など�

都市景観保存、まちづくり事業、港湾事業、港湾区域内の占用・使用許可など�

公営住宅建設・維持管理事業、庁舎の維持管理、市有建物の営繕など�

観光イベント事業、観光宣伝、温泉施設管理、自然公園の維持管理など�

商工業の振興、農林水産業との連携事業、特産物の奨励、消費者相談など�

企業誘致および立地推進、地場企業の振興など�

農業統計、農道等の占用許可など�

農業振興、地域水田農業推進協議会、中山間地域等直接支払制度など�

畜産振興、有害鳥獣対策など�

森林病害虫対策、造林・緑化推進事業、鳥獣保護など�

農地等災害復旧事業、農道関係事業、農地・水・農村環境保全向上支援事業など�

漁港区域内の占用・使用許可、漁港施設の使用料徴収など�

水産業普及指導（栽培漁業・資源管理・磯焼け対策・水産加工）など�

漁港建設、漁港施設の災害復旧事業、プレジャーボートの登録・許可など�

農業者年金、全国農業新聞など�

遊休農地対策、農地などの権利移動・設定・転用、農業委員会総会など�

戸籍住民班�

環境交通班�

介護保険班�

長寿福祉班�

国保年金班�

総務班�

生活福祉班�

子育て支援班（変更）�

障害福祉班�

総務班（分割）�

納税班（分割）�

住民税班�

固定資産税班�

出納班�

審査班�

総務班�

道路班�

河川砂防班�

総務住宅班�

都市計画班�

まちづくり班�

建築営繕班�

観光班�

商工物産班（変更）�

�

総務班�

農務班�

畜産班�

林務班�

耕地班�

総務班�

水産振興班�

漁港班�

総務班�

農地班�

市民課�

�

保険福祉課�

�

�

福祉事務所�

�

�

�

税務課�

�

�

�

会計課�

�

建設課（分割）�

�

�

都市計画課�

�

�

�

観光商工課�

�

�

農林課�

�

�

�

�

水産課�

�

�

�

�

本庁１階�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

本庁２階�

企業立地対策室�
　企業立地対策班（新設）�

農業委員会事務局�

配 置 �課 名 �室 名 ・ 班 名 � 主 な 仕 事 �

幼稚園、奨学資金貸与、遠距離通学対策など�

文教施設の建設・営繕、学校給食、教員住宅の建設・営繕など�

幼稚園・小・中学校の指導、ＡＬＴ・英語教育、教職員の研修など�

学籍事務、就学事務、児童生徒・教職員の保健事務など�

社会教育事業、児童青少年教育、社会教育施設の管理運営など�

社会体育事業、体育指導員、社会体育施設の管理運営など�

生涯学習推進、図書館建設など�

世界遺産登録、文化振興、文化財の調査・保存など�

和蘭商館復元整備事業、和蘭商館資料購入審査委員会など�

市議会の招集、議案の作成、条例・規則等の立案・審査、防災、国民保護など�

職員給与支給、人事管理、共済組合業務など�

市長秘書、市長会業務など�

�

総合計画、過疎計画・辺地計画・重要施策の調整など�

国際交流、交通政策、統計、男女共同参画など�

協働によるまちづくり推進、地域づくり活動支援、地域審議会事務局など�

情報システム管理、ブロードバンド対策・地上デジタル放送対策など�

予算の編成、地方交付税、財政計画など�

工事、物品等にかかる指名登録、入札、契約など�

普通財産の取得、処分および管理など�

定期・臨時・行政等監査、公平委員会事務局など�

各種選挙事務、選挙管理委員会事務局など�

議員の報酬・共済事務および議場の維持管理など�

議会運営、各種委員会関係業務、議会活動の情報提供など�

行政改革、市立病院改革、行政評価など�

税外収入の滞納対策、収納率向上対策など�

診療、健康増進、疾病予防、リハビリテーションなど�

介護予防ケアマネジメント、地域包括支援センター業務など�

基本健康診査、予防接種、母子保健、がん検診など�

国土調査事業、国土調査成果の管理、数値情報化事業など�

水道料収納、水道料納付書発行など�

水道施設の新設・改良事業、水道施設の維持管理など�

水道の休開栓、水源池の維持管理、浄水場の維持管理など�

消防団、危険物施設許認可、火災原因・損害調査業務など�

消防、救急、救助業務など�

総務班�

施設給食班�

指導班�

学事班�

社会教育班�

社会体育班�

生涯学習推進班�

文化遺産班（変更）�

�

行政班�

人事班�

秘書班�

広報広聴班（新設）�

企画調整班�

地域振興班�

�

�

財政班�

契約班�

管財班�

�

�

総務班�

議事調査班�

行革推進室行革推進班�

滞納対策班（新設）�

総務班など�

福祉サービス班�

保健サービス班�

国土調査班�

総務班�

施設班�

給水班�

総務課など�

本署、中津良出張所�

教育委員会�

�

教育委員会�

�

教育委員会�

�

�

教育委員会�

�

総務課�

�

�

�

企画課�

�

�

�

財政課�

�

�

監査事務局�

選挙管理委員会事務局�

議会事務局�

�

行革管理課�

�

本庁２階�

�

�

�

�

�

�

�

�

本庁３階�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

本庁４階�

平戸市民病院�
　（草積町1125-12）�

保健センター�
　（草積町1125-12）�

国土調査課（新設）�
　（岩の上町1481-1）�

水道局�
　（築地町536-1）�

消防本部�
　（戸石川町585）�

地域協働推進室�
　地域協働推進班（新設）�

情報化推進室�
　情報化推進班�

和蘭商館復元推進室�
　和蘭商館復元推進班�

配 置 �課 名 �室 名 ・ 班 名 � 主 な 仕 事 �

（変更）�

文化遺産課�
（変更）�

03　組織機構図～本庁舎３階・４階、本庁舎以外～� 02　組織機構図～本庁舎１階・２階～�

庶務課�

学校教育課�

生涯学習課�

※色付き太線の部分が、変更となっている組織です。�

広報ひらど、市ホームページなどの広報業務、市政懇談会、市への提言などの�
�
広聴業務、嘱託員等自治会業務など�
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協働によるまちづくり推進、嘱託員等自治会、地域協議会事務局など�

�

高齢者・障害者・児童福祉の総合窓口および敬老事業、健康相談など�

�

水道関係諸届出の受付、水道施設の維持管理など�

農業委員会関係の受付および相談業務など�

社会教育・体育の事業推進、教育・体育施設の維持管理、文化振興事業など�

診療、健康増進、疾病予防、リハビリテーションなど�

消防、救急、救助業務など�

地域協働班（新設）�

市民班�

福祉保健班�

産業建設班（新設）�

生月分室�

生月分室�

生月分室社会教育班�

総務班など�

生月出張所�

市民協働課�

�

�

�

水道局�

農業委員会事務局�

教育委員会�

生月支所�

１階�

�

�

�

�

中央公民館�

配 置 �課 名 �室 名 ・ 班 名 � 主 な 仕 事 �主 な 証 明 書 交 付 、申 請 受 付 、各 種 相 談 業 務 な ど� 支 所 旧 担 当 課 �

総 務 企 画 課 �

市 民 生 活 課 �

産 業 振 興 課 �

建 設 課 �

水 道 局 分 室 �

農業委員会分室�

教育委員会分室�

市 民 協 働 課 �

産 業 建 設 課 �

　 水 道 局 分 室 　 �
（田平地区は市民協働課）�

農業委員会分室�

教育委員会分室�

組 織 再 編 に よ る�
支 所 の 新 担 当 課 �

自治会との連絡や調整�

地域のまちづくり活動支援の窓口�

行政への相談窓口�

住民票に関する届の受付、住民票の交付�

戸籍に関する届の受付、戸籍の謄本、抄本の交付�

印鑑登録の受付、印鑑登録証明書の交付�

住民基本台帳カード申請の受付、交付�

埋火葬許可申請および火葬場使用申請の受付、許可�

交通災害共済の加入受付�

犬の登録受付�

国民年金加入・喪失などの受付�

国民健康保険の資格、各種給付の申請などの受付�

老人保健の資格、各種給付の申請などの受付�

介護保険の資格、各種給付の申請などの受付�

児童手当に関する申請などの受付�

保育所入退所の受付�

障害者関係申請の受付�

乳幼児医療費支給申請書の受付�

母子健康手帳の交付�

市税などの納税相談�

市税などに関する諸証明書の発行�

公簿の閲覧、説明�

原動機付自転車などの登録および廃車の受付�

市税や各種使用料などの収納�

鳥獣飼養登録申請、鳥獣捕獲許可申請の受付�

原材料支給申請の受付�

火入れ許可の受付�

漁港施設などの占用および使用許可の受付�

観光施設などの占用および使用許可の受付�

道路などの占用および使用許可の受付�

港湾施設などの占用および使用許可の受付�

市営住宅の入退去の受付�

水道の休開栓の受付�

農地などの転用、制限、権利移動などの受付�

農業関係証明などの交付�

小・中学校への入学、転校届の受付�

奨学資金貸与申請などの受付�

学校施設の使用許可申請の受付�

社会教育施設、社会体育施設の使用許可申請の受付�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

（統合新設）�

生月病院�
　（生月町山田免2965）�

消防本部生月出張所�
　（生月町山田免2503-4）�

産業建設課�
（新設）�

産業建設課�
（新設）�

戸籍・住基、印かん登録、船員事務、税、国保・老保、年金、収納事務の総合�
受付窓口および環境衛生など�

戸籍・住基、印かん登録、税、国保・老保、年金、収納事務の総合受付窓口および環境衛生など�

公共施設の維持管理、まちづくり交付金事業、各種イベント事業、�
農林水産、公営住宅などの届出受付・相談業務など�

協働によるまちづくり推進、嘱託員等自治会、地域協議会事務局など�

�

高齢者・障害者・児童福祉の総合窓口および敬老事業、健康相談など�

�

第二フェリー大島の管理・運営など�

水道関係諸届出の受付、水道施設の維持管理など�

農業委員会関係の受付および相談業務など�

�

消防、救急、救助業務など�

地域協働班（新設）�

市民班�

福祉保健班�

産業建設班（新設）�

交通船班�

大島分室�

大島分室�

大島分室社会教育班�

大島出張所（新設）�

市民協働課�

�

�

�

�

水道局�

農業委員会事務局�

教育委員会�

大島支所�

１階�

�

�

�

�

�

（統合新設）�

消防本部大島出張所�
　（大島村前平1840-1）�

その他の機関�

産業建設課�
（新設）�

公共施設の維持管理、各種イベント事業、農林水産、公営住宅などの届出受付・相談業務など�

協働によるまちづくり推進、嘱託員等自治会、地域協議会事務局など�

�

高齢者・障害者・児童福祉の総合窓口および敬老事業、健康相談など�

�

農業委員会関係の受付および相談業務など�

社会教育・体育の事業推進、教育・体育施設の維持管理、文化振興事業など�

消防、救急、救助業務など�

主な仕事�

戸籍・住基・国保・福祉・税などの総合受付など�

火葬など�

ごみ処理など�

診察、療養の指導相談など�

保育所の管理運営など�

幼稚園の運営など�

名　　　称�

出張所�

斎　場�

生月衛生センター�

診療所�

保育所�

平戸幼稚園�

主な仕事�

公民館の管理運営、各種講座の開催など�

図書館の管理運営、図書の貸出など�

Ｂ＆G海洋センターの管理運営など�

生月町博物館・島の館の管理運営など�

学校給食共同調理場の管理運営など�

たびら昆虫自然園の管理運営など�

第二フェリー大島の運航など�

名　　　称�

公民館�

図書館�

Ｂ＆Ｇ海洋センター�

生月町博物館・島の館�

学校給食共同調理場�

たびら昆虫自然園�

第二フェリー大島�

地域協働班（新設）�

市民班�

福祉保健班�

産業建設班（新設）�

田平分室�

田平分室社会教育班�

田平出張所�

市民協働課�

�

�

�

農業委員会事務局�

教育委員会�

田平支所�

１階�

�

�

�

町民センター�

（統合新設）�

消防本部田平出張所�
　（田平町里免239-1）�

戸籍・住基、印かん登録、税、国保・老保、年金、収納事務、水道関係諸届出�
の総合受付窓口および環境衛生など�

公共施設の維持管理、まちづくり交付金事業、各種イベント事業、農林水産、�
公営住宅などの届出受付・相談業務など�

離島開発総�
合センター�

社会教育・体育の事業推進、教育・体育施設の維持管理、伝統的建造物群保存�
地区推進、文化振興事業など�

05　支所の受付窓口案内� 04　組織機構図～生月・田平・大島支所、その他～�

※色付き太線の部分が、変更となっている組織です。�
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あなたは病院を選ぶときにどのような点を重視し
ていますか。�

病院からの医療情報をお伝えする場合、どういっ
た方法が便利ですか。�

病院からどういった医療情報が必要ですか。�いつでもどこでも安心できる医療の充実のため、
今後どのような保健・医療サービスが必要だと考
えますか。�

　アンケートの結果、回答者のうち平戸市民病院や生月病院を利用している人は、全体の58.8％にのぼりました。

そのほか、25％（４人に１人）は市内の民間病院を利用しており、１割の市民のみなさんは近隣の佐世保市まで通院

している結果が出ました。上記のグラフの中で、病院を選択する理由については、「距離が近いから」が１位にな

っており、自宅や勤務先から近い病院を利用したいと考えている人が多い結果となっています。また、利用者が

医師の対応や専門性を重視している傾向もうかがえます。�

　医療情報の周知については、市民のみなさんにとって最も好まれている方法は、「広報ひらど」となっています。

逆に、病院のホームページで情報を得ている人は4.8％と、少ない結果となりました。利用者が求めている病院

からの必要な医療情報については、専門医師に関する情報や医師の診療日、診療科目の情報を求めているという

意見が最も多くなりました。今後必要とされる保健・医療サービスについては、緊急時に身近で診療してくれる

信頼できるかかりつけ医の存在は大きく、医療機関としての高度な医療と時間帯、日時を問わず診療できる体制

を強く望んでいる結果となっています。�

病院に関する�
市民アンケート結果報告�

中部地区�

中野地区�

01　回答の結果�

○男女別回答率�

　男性 28.8％　女性 42.5％�

○世代別回答率�

　20代 24.7％　30代 33.8％�

　40代 29.7％　50代 38.0％�

　60代 45.3％　70代以上 37.0％�

○地区別回答率�

　中部 25.9％　南部 36.3％�

　中野 32.1％　生月 44.4％　�

地区別住民の医療機関利用状況�

　生月地区は、唯一病床を有する生

月病院の利用率が、59.7％と最も高

い結果となりました。また、平戸市

内や佐世保市内の民間病院を利用し

ている人も30％弱です。中部地区・

南部地区は、平戸市民病院の利用率

が64.7％、64.2％と最も高い結果と

なっていますが、中野地区は、平戸

市内の民間病院の利用率が77.6％と

最も高く、平戸市民病院の利用率は

11.9％と低い結果となっています。

これは、地理的条件や公共交通機関

の状況から、利用しやすい北部地区

の病院を選択していると考えられます。�

■回答の状況　全体回答率　36.4％�

南部地区�

生月地区�

　市では、市立病院（国民健康保険平戸市民病院・平戸市立生月病院）

の主な診療圏域にお住まいの市民のみなさんが、２つの病院をどのよ

うに利用して、どんな意見をもっているのかをお聞きして、今後の病

院のあり方を検討する基礎資料とするため、市民アンケートを実施し

ました。その調査結果について報告します。�

　なお、紙面の都合上掲載できない部分については、市ホームページ

（http://www.city.hirado.nagasaki.jp）で公開しています。�

①調査方法・調査期間�

　平戸市中部地区・南部地区・中野地区・生月地区にお住まいの20歳

以上の市民のみなさんから、年代別に人口按分し、2,000人を無作為

に抽出し調査しました。�

　平成19年６月29日（金）～７月31日（火）�

②回答結果�

対象者数（Ａ） 2,000人�

回答者数（Ｂ） 728人�

回答率（Ｂ／Ａ） 36.4％�

e

a�
64.2％�

a�
3.3％�

b�
59.7％�c�

15.8％�

a�
11.9％�

a�
64.7％�

c�
23.3％� c�

20.0％�

c�
77.6％�

d�
3.0％�

d�
1.6％�

d�
3.0％�

d�
3.0％�

e�
7.5％� e�

10.0％�

f�
2.6％�

g�
1.6％�

e�
10.4％�

e�
1.5％�

f�
1.5％�

f�
7.2％�

g�
0.6％�

f�
6.0％�

a�
64.2％�

a�
3.3％�

b�
59.7％�c�

15.8％�

a�
11.9％�

a�
64.7％�

c�
23.3％� c�

20.0％�

c�
77.6％�

d�
3.0％�

d�
1.6％�

d�
3.0％�

d�
3.0％�

e�
7.5％� e�

10.0％�

f�
2.6％�

g�
1.6％�

e�
10.4％�

e�
1.5％�

f�
1.5％�

f�
7.2％�

g�
0.6％�

f�
6.0％�

佐世保市内の病院� f その他� g 未記入�

a 平戸市民病院� b 生月病院� c 平戸市内の民間病院� d 北松浦郡内の病院�

距離が距離が近いから�
22.3％�

距離が近いから�
22.3％�

専門医が専門医がいるから�
13.8％�

専門医がいるから�
13.8％�

設備が充実しているから�
8.1％�

医師医師の対応が対応がよいから�
15.0％�

医師の対応がよいから�
15.0％�

待ち時間が短いから�
6.7％�

看護職員の�
対応がよいから�

6.5％�

診療予約が�
できるから�
6.4％�

その他�
21.2％�
その他�
21.2％�

広報広報ひらど�
33.4％�
広報ひらど�
33.4％�

専門医師専門医師に関する情報情報�
33.6％�

専門医師に関する情報�
33.6％�

診療科診療科（診療日等）診療日等）の情報情報�
25.7％�

診療科（診療日等）の情報�
25.7％�

健康健康に関する情報情報�
19.5％�

健康に関する情報�
19.5％�

医療相談医療相談の案内情報案内情報�
14.7％�

医療相談の案内情報�
14.7％�

健康教育・講座等�
の案内情報�
5.6％�

回覧文書回覧文書�
25.0％�
回覧文書�
25.0％�

病院病院の広報紙広報紙�
19.9％�

病院の広報紙�
19.9％�

病院通院時病院通院時の�
院内情報院内情報�
16.1％�

病院通院時の�
院内情報�
16.1％�

病院のホームページ�
4.8％�

その他�
0.8％�

その他�
0.9％�

どんな病気病気でも相談相談に�
のってもらえる�

かかりつけ医の確保確保�
28.2%

どんな病気でも相談に�
のってもらえる�

かかりつけ医の確保�
28.2%

ある程度高度程度高度な医療医療を����
受けられる病院病院の整備整備����

23.7%

ある程度高度な医療を��
受けられる病院の整備��

23.7%

夜間夜間・休日休日�
診療体制診療体制の充実充実�

21.9%

夜間・休日�
診療体制の充実�

21.9%

在宅医療(医師・�
看護師の派遣�
など)の充実��
8.4%

その他�
17.8％�
その他�
17.8％�
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�
　　あなたがお住まいになっている地区はどこですか？�
�
�
�
�
　　平戸市民病院、生月病院の利用状況は？�
�
�
�
�
　　平戸市民病院、生月病院への通院方法は何ですか？�
�
�
�
�
　　平戸市民病院、生月病院の医療サービスに満足していますか？�
�
�
�
�
　　今後も平戸市民病院、生月病院を利用していきたいと考えていますか？�
�
�
�
�
　　平戸市民病院、生月病院の職員の接遇（応対など）に満足していますか？�
�
�
�
�
　　平戸市民病院、生月病院の施設設備について満足していますか？�
�
�
�
�
　　その他病院に関する意見など�

03　アンケートの結果から� 02　平戸市民病院、生月病院利用者の回答�

　　平戸市民病院�
�

　平戸市民病院の利用者のほとんどが中部地区・

南部地区住民です。生月地区・中野地区住民につ

いては、地理的条件や公共交通機関などの状況か

ら利用者が少ないと考えられます。�

　また、利用状況については、約半数が１か月に

１回利用している結果となりました。また、全体

の約１割は、毎週もしくは２週間に１回の利用と

回答しています。次に通院方法としては、約６割

の利用者が自家用車で通院しています。バスなど

の公共交通機関を利用している人は、全体の18.8

％と約２割に留まっています。�

　平戸市民病院の医療サービス満足度については、

約６割の利用者が満足していると回答しています。

しかし、残りの約４割は不満を抱いている状況で

あり、意見として「待ち時間が長い」「医師の異動

が短期間である」などが寄せられています。�

　また、今後の平戸市民病院の利用については、

87.3％が継続して利用すると回答しています。�

　　生月病院�
�

　生月病院の利用者のほとんどが生月地区の住民

です。島外地区の住民は、生月病院までの直通の

公共交通機関もなく、近くに市民病院や民間病院

があるため利用されていない結果となっています。�

　また、通院方法としては、約６割の利用者が自

家用車で通院しています。平戸市民病院との相違

点として、市民病院利用者の２割弱がバス等の公

共交通機関を利用しているのに対し、生月病院で

は利用者の３割近くが利用している結果となりま

した。�

　生月病院の医療サービス満足度については、約

６割の利用者が満足していると回答しています。

しかし、残りの４割は不満を抱いている状況であ

り、意見として「待ち時間が長い」「医師の異動が

短期間である」「診療科目が少ない」などが寄せら

れています。�

　また、今後の生月病院の利用については、85.0

％が継続して利用すると回答しています。�

　アンケートに記入していただいた代表的な意見を掲載しています。診察や支払いの際の待ち時間の短縮や、病

院職員の利用者への対応についてなど、さまざまなご意見が寄せられました。今後、利用者のみなさんにとって、

よりよい医療サービスが提供できるような病院づくりに努めます。�

平戸市民病院�

○整形外科医２名体制の確立�

○待ち時間の短縮�

○患者への優しい声かけを�

○地域の病院として必要�

○医師・看護師の熱心な対応に感謝�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

生月地区�

4.8％�

100.0％�

中部地区�

37.7％�

0.0％�

南部地区�

53.5％�

0.0％�

中野地区�

3.5％�

0.0％�

その他�

0.5％�

0.0％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

毎週利用�

5.3％�

3.0％�

２週間に１回�

7.0％�

1.5％�

１か月に１回�

43.9％�

45.5％�

３か月に１回�

7.4％�

8.5％�

６か月に１回�

8.8％�

8.0％�

その他�

27.6％�

33.5％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

西肥バス�

8.8％�

0.0％�

生月バス�

0.4％�

28.5％�

ふれあいバス�

9.6％�

0.0％�

タクシー�

2.2％�

3.5％�

徒　歩�

1.8％�

3.5％�

その他�

4.4％�

1.5％�

自家用車�

64.0％�

58.0％�

家族の送迎�

8.8％�

5.0％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

満　足�

52.2％�

53.0％�

やや不満�

26.8％�

28.5％�

不　満�

11.8％�

10.5％�

その他�

4.8％�

6.0％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

は　い�

87.3％�

85.0％�

いいえ�

4.8％�

5.0％�

その他�

7.9％�

10.0％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

大変満足�

6.6％�

0.0％�

大変満足�

4.4％�

2.0％�

満　足�

57.0％�

66.5％�

やや不満�

23.7％�

21.0％�

不　満�

7.0％�

6.5％�

その他�

5.7％�

6.0％�

�

市民病院利用者�

生月病院利用者�

大変満足�

2.6％�

0.0％�

満　足�

61.0％�

38.5％�

やや不満�

14.9％�

33.0％�

不　満�

3.5％�

7.0％�

その他�

18.0％�

21.5％�

　市民アンケートを通じて寄せられた市立病院に対する貴重なご意見やご要望は、病院職員一人ひとりが認

識し、意見交換を行い、今後の病院運営に反映させていきたいと思います。アンケートの結果から市立病院

への期待がある一方、さまざまな課題が明確になりました。今後、地域における総合医療サービスの拠点病

院として、市民に愛され、信頼される病院づくりに努めます。�

　また、広報ひらど９月号でご紹介しましたが、民間の有識者で構成する「平戸市立病院あり方検討委員会」

を設置しています。近年、平戸市民病院、生月病院ともに、利用者の減少や診療報酬のマイナス改定などで、

経営が悪化しています。今回行った市民アンケートの結果をもとに、利用者の求める医療サービスを把握し

た上で、病院職員の意識向上や業務の見直しを進めていきます。同時に、業務の見直しによって収支のバラ

ンスを保ち、「平戸市立病院あり方検討委員会」の

中で、各病院の機能や採算性のある経営形態を検

討するようにしています。検討委員会では、これ

まで２回の会合を開催し、市から以下の事項が報

告され、議論されています。�

○国民健康保険平戸市民病院および平戸市立生月

　病院の現状と課題�

○各病院への現地視察、病院職員との意見交換会�

○病院に関する市民アンケート調査結果の報告�

　今後、数回の議論を重ねた後、来年３月、市長

に対して答申する予定です。�

お問い合わせ�

　行革管理課行革推進室(　内線2481)

生月病院�

○待ち時間の短縮�

○患者への対応をもっと優しく�

○専門医の配置�

○医師の長期的配置�

○地域の病院として必要�

医療サービスの向上、経営の改善に向けて�
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市民のみなさんの声を市政に！�
～市内6地区で開催～�

　市民のみなさんの声をまちづくりに生かすため、市町村合併後２度目となる「市政懇談会」を７月30日から

８月20日までの間、市内６地区で開催し、約600人の市民のみなさんが参加しました。白　市長から本市の財

政状況や行政改革への取り組みなどについて説明があり、そのあと意見交換が行われ、数多くのご意見や提言

をいただきました。その内容の一部をここで紹介します。�

市 政 懇 談 会 �市 政 懇 談 会 �

平
戸
南
部
地
区（
８
月
６
日
）�

田
平
地
区
（
８
月
９
日
）�

平
戸
中
部
地
区
（
８
月
17
日
）�

大
島
地
区
（
８
月
20
日
）�

Q

生
月
地
区(

７
月
30
日
）�

体
験
型
観
光
や
、
短
縮
ル
ー
ト
の

開
発
も
必
要
で
は
？�

QQ

Q

Q

Q

Q

平
戸
北
部
地
区(

８
月
６
日
）�

平
戸
北
部
地
区(

８
月
６
日
）�

業
種
を
選
ば
ず
、�

　
　
　
　
ま
ず
は
誘
致
を
！�

送
電
線
の
事
故
に
対
す
る�

　
　
　
　
　
今
後
の
対
応
は
？�

財
政
難
の
今
、
な
ぜ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導

入
し
た
の
か
？�

釜
田
漁
港
を
整
備
す
る
時
、
玉
砂

利
の
き
れ
い
な
湾
は
残
せ
な
か
っ

た
の
か
？�

嘱
託
員
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い�

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
建
設
に
つ
い
て
、

採
算
は
取
れ
る
の
か
？�

A観
光
ル
ー
ト
の
開
発
は�

　
　
　
　
　
重
要
な
課
題
で
す�

A長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本

部
へ
職
員
を
派
遣
し
て
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
　�

A関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す�

A安
全
性
の
面
を
考
え
て�

　
　
　
　
　
整
備
し
て
い
ま
す�

A合
併
前
の
旧
市
町
村
の
額
を
、
統

一
す
る
た
め
に
見
直
し
ま
し
た�

A
観
光
都
市
と
し
て
平
戸
市
に
は
必

要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す�

A必
要
な
も
の
は
、�

　
　
　
　
　
導
入
し
て
い
き
ま
す�

市
政
懇
談
会
を
終
え
て�

����

　
平
戸
市
は
、
税
収
が
少
な
い
。
も
う

少
し
観
光
に
力
を
入
れ
た
ら
ど
う
か
？

体
験
型
観
光
の
推
進
や
佐
世
保
市
の
鹿

子
前
か
ら
、
平
戸
中
部
〜
生
月
〜
南
部

を
回
る
短
縮
ル
ー
ト
の
開
発
も
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。�

���

　
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
は
重
要
な
課
題

で
す
。
日
本
人
の
旅
行
の
特
徴
と
し
て
、

１
箇
所
で
は
満
足
し
ま
せ
ん
。
現
在
の

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
食
の
観
光
と
、

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
今
後
は
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。�

����

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
米
軍
の
誘
致

な
ど
発
想
の
転
換
で
何
で
も
い
い
の
で

誘
致
で
き
れ
ば
と
思
う
が
ど
う
か
。�

����

　
企
業
を
誘
致
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、

地
元
の
理
解
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

�

そ
の
ほ
か
、
用
地
、
交
通
ア

ク
セ
ス
、
自
然
的
環
境
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て

き
ま
す
。�

　
ま
た
、
誘
致
し
て
も
人
材
が
集
ま
る

か
も
問
題
の
一
つ
。
市
と
し
て
も
、
現

在
長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部

へ
職
員
を
派
遣
し
て
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。�

���

　�　
平
戸
大
橋
と
平
行
し
て
架
か
っ
て
い

る
九
電
送
電
線
の
事
故
に
つ
い
て
、
市

は
九
州
電
力
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。�

　
ま
た
、
送
電
線
の
強
度
を
増
す
と
か
、

高
く
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。�

���

　
九
州
電
力
に
対
し
て
は
、
逐
一
情
報

提
供
を
お
願
い
し
、
そ
の
情
報
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
提
供
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
一
部
地
域
で
停
電
の
復

旧
が
遅
れ
大
変
ご
迷
惑
を
掛
け
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
翌
日
、

九
州
電
力
に
対
し
、
市
役
所
に
寄
せ
ら

れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

確
実
な
情
報
提
供
の
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
送
電
線
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
整
備
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
送
電
線
の
高
さ
に

つ
い
て
は
、
種
々
の
条
件
か
ら
30
ｍ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

通
常
で
あ
れ
ば
１
本
線
が
切
れ
て
も
、

も
う
１
本
の
線
か
ら
送
電
で
き
る
よ
う

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
事
故
は
、
基

本
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

２
本
と
も
切
断
さ
れ
た
た
め
停
電
と
な

り
ま
し
た
。�

　
今
後
は
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
。�

���

　
市
民
病
院
に
関
し
て
、
先
ご
ろ
医
療

の
充
実
と
い
う
こ
と
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
導
入

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
財
政
難
の

時
期
に
導
入
の
必
要
性
が
あ
る
の
か
。�

���

　
厳
し
い
財
政
で
あ
っ
て
も
や
る
べ
き

こ
と
は
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
病
院

の
経
営
に
つ
い
て
は
今
後
、
あ
り
方
検

討
委
員
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
Ｍ

Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
市
外
の
病
院
に
か

か
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
そ
の
こ
と

も
考
え
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
市

民
病
院
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�����

　
釜
田
漁
港
で
道
路
の
整
備
な
ど
が
さ

れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

て
し
ま
い
、
玉
砂
利
の
き
れ
い
な
湾
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
非
常
に
残
念
で

あ
る
の
で
残
す
方
向
で
検
討
で
き
な
か

っ
た
の
か
。�

���

　
海
岸
工
事
は
、
本
来
な
ら
自
然
を
残

す
方
向
で
整
備
し
た
ほ
う
が
一
番
良
い

と
思
い
ま
す
が
、
国
の
基
準
は
壊
れ
に

く
い
こ
と
や
安
全
性
の
面
な
ど
か
ら
整

備
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。�

���

　�　
嘱
託
員
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て
10

％
削
減
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
人
に
よ

っ
て
15
％
か
ら
20
％
削
減
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
の
で
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。�

　
ま
た
、
職
員
の
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
も
、
夕
張
市
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
も
っ
と
思
い
切
っ
て
削
減
が
で

な
い
も
の
か
？�

���

　
嘱
託
員
の
報
酬
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

旧
４
市
町
村
の
報
酬
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

統
一
す
る
た
め
に
見
直
し
ま
し
た
。
統

一
前
の
単
価
は
、
一
世
帯
あ
た
り
平
均
、

平
戸
４
７
６
０
円
、
生
月
５
４
８
０
円
、

田
平
３
８
３
０
円
、
大
島
５
７
６
０
円
、

全
体
で
６
２
０
０
万
円
程
度
支
給
し
て

い
ま
し
た
。
検
討
し
た
結
果
、
全
体
の

金
額
の
10
％
を
削
減
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
一
世
帯
あ
た
り
の
支
給
額
は
３

９
０
０
円
。
田
平
は
増
額
と
な
り
、
平
戸
、

生
月
、
大
島
の
減
額
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

違
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。�

　
職
員
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
一
方
的

に
解
雇
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
退
職
後
の

採
用
を
控
え
、
合
併
協
議
会
で
協
議
し

た
よ
う
に
10
年
間
で
80
人
か
ら
90
人
削

減
し
ま
す
。�

���

　�　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
復
元
に
つ
い
て
は
、

観
光
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
採
算
が
取
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
　�

　
　�

�

　�　
昭
和
63
年
か
ら
保
存
管
理
計
画
が
な

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
合
併
協
議

会
で
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
を

整
備
し
て
観
光
の
目
玉
に
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
立
市
を
進

め
る
平
戸
市
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
な

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
戸
市

の
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
き

ま
す
。�

�

　�　
今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
提

言
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
、
必
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を
十
分

検
討
し
な
が
ら
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
は
現
在
、
財

政
的
に
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
平

戸
市
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
も
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

お
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
広
報
広
聴
班�

　
（
内
線
　
２
３
１
５
）�
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議 会 �
総 務 �
税 務 �
労 働�
農林水産�
商 工 �
土 木 �
民 生 �
衛 生 �
小 計 �

　市職員の給与は、地方自治法・地方公務員法に基づき、市議会の議決を経て条例で定められています。市では、職

員の給与などについて市民のみなさんの理解を深めていただくため、その主な内容をお知らせします。  

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成19年４月1日現在）�

360,843円�

327,373円�

 351,880円�

�

342,745円�

�

355,595円�

52.4歳�

�

51.2歳�

�

53.0歳�

�

うち学校用務員 �

�

うち学校給食員 �

�

303,240円�40.8歳�

平　戸　市�

平均給与月額�

平均給与月額�

平均給料月額�

平均給料月額�

平均年齢�

平均年齢�区　　分�

366,852円�

309,206円�

352,608円�

284,630円�

256,547円�

204,697円�

大学卒�

高校卒�

経験年数20年�経験年数15年�経験年数10年�区　　分�

①一般行政職�

②技能労務職�

357,530円�

329,928円�
305,330円�41.11歳�平　戸　市�

平　戸　市�

平均給与月額�平均給料月額�平均年齢�区　　分�

区　　分�

③消防職�

一　般�

行政職�

（2）職員の初任給の状況（平成19年４月1日現在）�

170,200円�

138,400円�

－�

170,200円�

138,400円�

134,000円�

大学卒�

高校卒�

高校卒�

区　　分�
平戸市�

初 任 給 � 初 任 給�

国�

一般行政職�

技能労務職�

（２）退職手当（平成19年4月1日現在）�
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成19年４月1日現在）�

平　戸　市�

国�

区　　分� 給　料　月　額　等�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�
その他の加算措置�
　定年前早期退職特例措置（5～50％加算） �
　（退職時特別昇給　なし）�
１人当たり平均支給額�
　　　　　  　　353,000円  　25,280,000円�

23.50月分�
33.50月分�
47.50月分�
59.28月分�

30.55月分�
41.34月分�
59.28月分�
59.28月分�

（支給率）� 自己都合� 勧奨・定年�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�
その他の加算措置�
　定年前早期退職特例措置（2～20％加算）�

23.50月分�
33.50月分�
47.50月分�
59.28月分�

30.55月分�
41.34月分�
59.28月分�
59.28月分�

（支給率）� 自己都合� 勧奨・定年�

（１）期末手当・勤勉手当（平成19年4月1日現在）�

平　戸　市� 国�

１人当たり平均支給額�
（18年度） 　1,590,000円�

（18年度支給割合）�
期末手当　　 勤勉手当�
　3.0月分   　 1.45月分�

（加算措置の状況）�
職制上の段階、職務の級等�
による加算措置�
・役職加算         5～15％�

－�

（18年度支給割合）   �
期末手当　　 勤勉手当�
　3.0月分   　 1.45月分�
 （1.6月分）　 （0.75月分）�

（加算措置の状況）�
職制上の段階、職務の級等�
による加算措置   �
・役職加算　　  5～20％�
・管理職加算　10～25％   

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。�

市　長�
副市長�
収入役�
区　長�

給　　料�
�
�

報　　酬�
�
�

期末手当�

�

退職手当�

市　長�
副市長�
収入役�
区　長�

712,000円�
598,000円�
535,000円�
493,000円�

議　長�
副議長�
議　員�

議　長�
副議長�
議　員�

394,000円（415,000円）�
330,000円（347,000円）�
310,000円（326,000円）�

市　長�
副市長�
収入役�
区　長�

（18年度支給割合）　3.35月分�

（18年度支給割合）　3.35月分�

（算定方式）�
　給料月額×在職年数×600/100�
　給料月額×在職年数×360/100�
　給料月額×在職年数×250/100�
　給料月額×在職年数×240/100�
 （支給時期） 在任期間毎�

（2）年齢別職員構成の状況（平成19年４月1日現在）�

7�
104�
25�
0�
61�
13�
44�
49�
27�
330�
82�
62�
474�
145�
28�
9�
0�
30�
212�
686�

�
【703】�

6 �
97 �
24 �
0 �
57 �
15 �
41 �
50 �
27 �
317 �
78 �
73 �
468 �
138 �
28 �
7 �
0 �
30 �
203 �
671 �

�
【715】�

△1�
△7�
△1�
0�
△4�
2�
△3�
1�
0�

△13�
△4�
11�
△6�
△7�
0�
△2�
0�
0�
△9�
△15�

�
【12】�

事務事業の合理化による縮小�

　　　　　  〃�

　　　　　  〃�

�

事務事業の合理化による縮小�

各関係団体へ研修派遣を行ったことによる増�

事務事業の合理化による縮小�

後期高齢者医療広域連合への派遣に伴う増�

�

�

事務事業の合理化による縮小�

田平および大島出張所開設に伴う増�

�

給食業務の民間委託、医師などの中途退職に伴う不補充�

�

今後の運営協議中のため船員不補充�

�

�

20歳未満�
20歳～23歳�
24歳～27歳�
28歳～31歳�
32歳～35歳�
36歳～39歳�

�

4人�
30人�
48人�
82人�
81人�
69人�

一

般

行

政

部

門

�

公
営
企
業
等
会
計
部
門�

普
通
会
計
部
門�

�

区分� 職　員　数�

職員数�区　　分�区　　分�

40歳～43歳�
44歳～47歳�
48歳～51歳�
52歳～55歳�
56歳～59歳�
60歳以上�

�

63人�
68人�
70人�
86人�
65人�
5人�

職員数�区　　分�

主な増減の理由�平成18年度�平成19年度�
対前年�
増　減�部門�

※職員数は、一般職に属する職員の数です。�

※【　】内の数字は条例定数の合計です。�

※今後も事務事業および組織機構の見直しなどを進　め

ながら、 定員適正化に努めます。�

計� 671人�

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に

退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。�

お問い合わせ�
　総務課人事班　　内線2318          

� �

366,555円�

355,984円�

355,965円�

343,899円�

366,806円�

360,262円�

市職員の給与と職員数の�
状況についてお知らせします�

職員の平均給与月額、初任給などの状況�

（注）　①本市財政健全化の人件費抑制策として平成19年４月１日から平成22年３月31日までの間、職員の給料を
　　　　　５％減額しています。�
　　　　②「平均給料月額」とは、平成19年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。�
　　　　③「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当な
　　　　　どの諸手当の額を合計したものです。このうち、上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公
　　　　　務員給与実態調査において明らかにされているものです。また、下段は国家公務員の平均給与月額には
　　　　　時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベー
　　　　　スで再計算したものです。�
　　　　④国家公務員・類似団体のデータにつきましては、情報提供があり次第、市ホームページにて掲載します。          

特別職の給料などの状況（平成19年4月1日現在）�

職員数の状況�

職員の手当の状況�

※地域自治区の長として、生月支所・大島支所には区長（特別  

　職）を置いています。�

※平成19年４月１日から平成21年11月5日までの間、議長、副

　議長および議員の報酬を5％減額しています。報酬の（ ）内は、

　減額措置を行う前の金額です。�

（1）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の 

　状況（平成19年４月1日現在）�

病 　 院 �
水 　 道 �
交 　 通 �
下 水 道 �
そ の 他 �
小 　 計�

�合　　計�

教 育 �
消 防 �
小 計�
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―青少年日蘭交流事業――青少年日蘭交流事業―�
　今年はオランダから少年サッカーチームＶＶＳＢ来平　今年はオランダから少年サッカーチームＶＶＳＢ来平�
―青少年日蘭交流事業―�
　今年はオランダから少年サッカーチームＶＶＳＢ来平�

サッカーを通して国際交流�サッカーを通して国際交流�オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
交
流
し
て

オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
交
流
し
て�

オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
と
の
交
流

Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
と
の
交
流�

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
た

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
た�

　
　
　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流

　
　
　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流�

���

　
青
少
年
日
蘭
交
流
事
業
は
、
西
暦
２
０

０
０
年
に
行
わ
れ
た
日
蘭
交
流
４
０
０
周

年
記
念
事
業
の
継
続
事
業
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
る

本
事
業
は
、
平
戸
市
と
歴
史
的
な
繋
が
り

の
深
い
オ
ラ
ン
ダ
の
少
年
た
ち
と
サ
ッ
カ

ー
を
通
じ
交
流
を
す
る
こ
と
で
国
際
理
解

を
深
め
、
平
戸
の
将
来
を
担
う
少
年
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
、
平
戸

和
蘭
商
館
復
元
整
備
と
併
せ
、
観
光
地
平

戸
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
観
光
振
興
と
交
流
人

口
の
増
大
を
図
る
も
の
で
す
。�

��� 

　
８
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
５
日
間
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト

市
か
ら
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ

の
選
手
14
人
と
引
率
６
人
が
来
平
し
ま
し

た
。
滞
在
期
間
中
は
、
市
長
表
敬
訪
問
、

呈
茶
・
書
道
体
験
、
サ
ッ
カ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
親
善
試
合
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
通
し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。�

　
親
善
大
会
で
は
、
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
キ
ャ
プ
テ

ン
の
オ
ス
カ
ー
ル
・
レ
ウ
ス
選
手
と
市
選

抜
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
田
平
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
墨
谷
昴
一
選
手
が

「
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
懸
け
橋
に
、
日
本
と

オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
の
更
な
る
交
流
を
目
指

し
、
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
こ
こ
に

誓
い
ま
す
」と
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で
力

強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
猛
暑
の�

���������������������

中
、
市
内
の
６
中
学
校
の
選
抜
３
チ
ー
ム

と
３
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
全
試

合
１
対
０
で
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
の
勝
利
。
Ｖ
Ｖ
Ｓ

Ｂ
の
鮮
や
か
な
プ
レ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
の

か
、
選
抜
チ
ー
ム
は
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
惜
し
く
も
得
点
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
最
終
日
の
見
送
り
式
で
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
ご
家
族
達
と
の
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
、
再
会
を
誓
い
合
う
光
景
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
平
戸
で
の
５
日
間
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
通
じ
て
異
文
化
を
理
解
す
る
な
ど
、
国

際
感
覚
を
お
互
い
に
深
め
ま
し
た
。�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て�

��

　
僕
は
今
回
、
本
当
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

４
泊
５
日
の
間
、
お
も
し
ろ
く
な
い
と
い

う
事
が
一
度
も
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。�

　
し
か
し
、
正
直
に
い
う
と
、
英
語
は
ち

ゃ
ん
と
通
じ
る
か
な
あ
と
か
、
ど
ん
な
話
し
、

ど
ん
な
事
を
し
よ
う
か
な
と
い
う
不
安
は

あ
り
ま
し
た
。�

　
実
際
、
最
初
に
顔
を
合
わ
せ
た
時
は
、

本
当
に
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
何
も
話
す
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
己

紹
介
だ
け
は
し
っ
か
り
し
ま
し
た
。
次
に
、

向
こ
う
か
ら
質
問
さ
れ
た
の
で
、
不
安
な

が
ら
も
、
答
え
て
み
る
と
、
話
が
通
じ
た

よ
う
で
、
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
し
、
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
か

ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
み
る
と
、

ち
ゃ
ん
と
答
え
て
く
れ
た
の
で
、
話
す

こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
れ
か
ら
４
日
間
僕
た
ち
は
、
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
、
祭
り
に
行
っ
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
泳
ぎ
に
い

っ
た
り
と
、
本
当
に
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
４
日
間
は
僕
に
と
っ
て
、

１
番
の
思
い
出
で
す
。�

　
　
（
中
部
中
３
年
　
萩
山
　
達
成
く
ん
）�

��

　
僕
は
、
正
直
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
は

終
了
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
オ
ラ
ン
ダ
人
受
け
入
れ
」
と

い
う
プ
リ
ン
ト
を
見
て
、
も
し
か
し
て

今
年
も
日
蘭
交
流
事
業
が
あ
る
の
？
と

思
い
、
す
ぐ
に
親
と
相
談
し
、
「
受
け
入

れ
よ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の

人
が
平
戸
に
来
る
前
日
は
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
人
が
来

る
の
だ
ろ
う
」「
今
年
は
積
極
的
に
話
そ
う
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
オ
ラ
ン

ダ
の
人
と
会
い
、
自
己
紹
介
な
ど
を
し

ま
し
た
。
初
日
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
が
、
僕
た
ち
も
ド
ニ
と
ベ
ー

レ
ン
ド
も
緊
張
し
て
い
た
の
か
、
会
話

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
２
日
目
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
２

人
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
の
が
花
火
で
し
た
。

花
火
を
し
て
い
る
時
は
楽
し
そ
う
で
僕

も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
最

終
日
は
お
互
い
に
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
別
れ
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。�

　
こ
の
５
日
間
で
受
け
入
れ
る
側
の
大

変
さ
、
思
い
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�

　
　
（
南
部
中
３
年
　
永
田
　
雅
人
く
ん
）�

���

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き
受
け
て

か
ら
期
待
と
不
安
の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
言
葉
や
食
事
の
事
が
心
配

で
気
が
か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
歓
迎

会
の
席
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
２

人
の
少
年
か
ら「
コ
ン
ニ
チ
ワ
」と
笑
顔
で
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
思
わ
ず
身
ぶ
り
手

ぶ
り
で
答
え
て
ホ
ッ
と
安
堵
し
、
は
し

の
使
い
方
や
日
本
食
の
食
べ
方
を
教
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良

く
な
っ
て
兄
弟
み
た
い
に
な
じ
ん
で
い

ま
し
た
。
英
語
の
単
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
使
っ
て
ど
う
に
か
分
か
り
あ
え
た

と
思
い
ま
す
。
短
い
日
程
で
し
た
が
子

ど
も
た
ち
が
お
互
い
に
名
前
を
呼
び
合

う
声
が
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
今
、
何
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
？
」
と

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
サ
ッ
カ

ー
交
流
の
お
か
げ
で
楽
し
い
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

長
く
交
流
事
業
が
続
く
事
を
願
い
ま
す
。�

　
　
　
（
保
護
者
　
美
野
田
邦
子
さ
ん
）�

����������

　�

�

　
最
後
に
こ
の
交
流
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
、
保
護
者
、
市
内
各

学
校
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。�

�

お
問
い
合
わ
せ�

　
企
画
課
地
域
振
興
班�

　(

内
線
 
２
３
３
8)
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　地域の素材を生かした新たな魅力ある特産品を創出できる人材の育成を目的としたコースです。�

�

目玉商品・新みやげ品開発人材コース�

　地域の素材を新たな魅力ある名物料理の開発、地のものにこだわった農家・漁師レストランや地場産品直売所
などを立ち上げることを目的としたコースです。�

新郷土料理開発・地産地消推進人材育成コース�

　サービス業に携わる人や地域市民のもてなしについて学ぶコースです。�

観光もてなし人材育成コース�

観光産業を核に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！�

　「特産品開発」、「食・地産地消」、「もてなし」、「体験型観光」、の４つの分野における人材を育成し、地域産

業の再生による雇用の創出を目的に実施しています本プロジェクトは、９月に実施した『基礎講座』や『「食」の

ワークショップ－平戸素材の劇場－』に多くのみなさんにご参加いただきました。�

　10月、11月も各分野において活躍する講師をお招きしますので、ぜひご参加ください。�

��観光�人材育成プロジェクト�平戸・松浦地区�

■申込み・お問い合わせ�
平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）　内線2276　E- Mail kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp

２�
�
�
�
�
�３�
�
�
�
�

４�

10月５日（金）�
午後２時～４時�
たびら活性化施設�
研修室１･２�

10月19日（金）�
午後２時～４時�
たびら活性化施設�
研修室１･２�

11月１日（木）�
午後２時～４時�
たびら活性化施設�
研修室１･２�

『事業と運動の一体化で地域を動かし、人の心をつかむ！』�
■講　師　吉田　修　氏（伊賀の里モクモク手作りファーム　専務）�
■内　容　三重県の山奥からモクモク手作りファームの事業展開と取り組み事例から、
　「モノを売るのではなく、考えを売る」手法と観光施設の集客戦略を学びます。�

『デザインが伝えるメッセージ！』�
■講　師　西田　建一　氏（デザイン事務所アットマーツ　主宰）�
■内　容　商品パッケージやポスター。見る人、触る人に発するさまざまなメッセー
　ジを上手にコントロールするコツを、セミナー形式で体験し、学びます。�

『マーケティングの基礎がわかればガンガンいける！�
　　　　　　　～商売繁盛のためのマーケティング総合講座～』�
■講　師　村上　隆英　氏（株式会社ジーコム　代表取締役）�
■内　容　マーケティングの全容、営業・販売戦略、顧客満足度の向上策などについ
　て、具体的事例を交えながら総合的に学びます。�

『地域一丸となって、食の魅力を高めるルールづくり・体制づくり』�
■講　師　小林　正勝　氏（宗像市観光協会　事務局長）�
■内　容　福岡県の宗像市では、漁師・漁協や観光協会、商工会と行政が互いに協調
　して切磋琢磨し、地域の魅力ある料理・特産品として定着させています。企画・流
　通・販売に至る一連の仕組みづくりや、実現する為の協力体制について学びます。�

２�

11月６日（火）�
午後２時～４時�
たびら活性化施設�
研修室１･２�

『おもてなしの「小さな奇跡」を起こすために！！～お客様に選ばれるために～』�
■講　師　松坂　健　氏（西部文理大学　客員教授）�
■内　容　サービスは決められた“業務”で、ホスピタリティは、その時、その場、そ
　の人だけができる「心配り」。帝国ホテルやホテル・オークラなどの一流ホテルで実
　践されている事例紹介や分析、全国の「おもてなし」の傾向などについて学びます。�

２�

10月15日（月）�
午前10時～正午�
北部公民館�
大ホール�

回� と　　き� 摘　　　　　　　　　　要�

回� と　　き� 摘　　　　　　　　　　要�

回� と　　き� 摘　　　　　　　　　　要�

全国大会に出場した平戸の若きアスリートたち�

全 国 中 学 校 柔 道 大 会 � 全 国 高 等 学 校 柔 道 大 会 �

平戸中学校２年　林　千夏林　千夏� 猶興館高校１年　浅田　美保浅田　美保�平戸中学校２年　林　千夏� 猶興館高校１年　浅田　美保�
個人：初戦敗退個人：初戦敗退� 個人：初戦敗退個人：初戦敗退�個人：初戦敗退� 個人：初戦敗退�

モダンアートのコラボレーション  ■ダンス・絵画・音楽の世界へ■�

　全国中総体、全国高総体がこの夏開催され、平戸の若きアスリートたちが出場し健闘しました。�

　先月に引き続き全国大会に出場した選手と成績を紹介します。�

　モダンダンサーのアンスさんによるさまざまなストリートパフォーマスンスの発表会と、アネリ

ンデさんによる詩的な絵画やワークショップ参加者と共同で制作した作品の展示会を開催します。そして
特別ゲストとして12xオランダのプロデューサーでもあるスタジオＥから、ウィル・オッフェルマンズさんに

よるフルートと上田純子さんによる薩摩琵琶の演奏を行います。市民のみなさんのご来場をお待ちしています。�

10月16日（火）是心寺境内（田平町）�
10月18日（木）松浦史料博物館　　　  �

両日とも午後７時～午後８時30分�
入 場 無 料 �

 12ｘおらんだスタッフ募集�

　「12xおらんだ」では、来平する芸術家と交流したい

人を募集しています。また、英語の通訳や活動のサポ

ートをしていただける人も募集しています。�

【参加資格】一緒に活動したい、参加したい人であれば

　どなたでも参加できます。�

【活動期間/場所】12ｘオランダ実行委員会へお問い合

　わせください。�

【活動内容】�

①芸術家との交流�

②英語の通訳（日常会話ができる程度でかまいません）

③ワークショップ、学校訪問などの活動のサポート�

※①・③は英語が話せなくても大丈夫です。�

申込み・お問い合わせ�

企画課地域振興班（　内線2337）E-mail hirado@12xholland.nl�

12ｘおらんだ実行委員会（　22-2378）URL http://www.12xholland.nl/E-mail hirado@12xholland.nl

アネリンデ・デ・ヨング�
／絵画�

アンス・カーネン�
／モダンダンス�

さつ ま び わ �

ぜ しん じ�
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　９月15日、築地町の明石ツグヱさんが100歳
の誕生日を迎えられ、同月18日、白 市長が入
所中のケアハウスじゃんがらを訪れ、長寿を記
念して花束と記念品を贈りました。�
　明石さんは、白 市長の訪問を知ると数日前
から緊張していたそうで、当日もどこか落ち着
きがない様子。白 市長からのお祝いの言葉を
受けると、少し興奮したご様子でした。普段か
ら「ありがとう」の言葉を欠かさないという明石
さん、現在は、歩行棒で無理がない程度に歩行
訓練をしているそうです。�

明石ツグヱさん100歳おめでとう�

　９月４日、宮の浦沖で、野子小学校の３・４
年生14人が、タイの稚魚約500匹を放流しまし
た。これは北松地域栽培漁業推進協議会の放流
事業で小学校が貰い受けた稚魚を、総合学習に
活用したものです。それぞれのバケツにタイの
稚魚を受け取った児童のみなさんは、一斉に海
へ放流しました。児童のみなさんは「今日放流
した、魚の赤ちゃんたちには、元気に大きく育
ってほしいです」と話していました。稚魚の放
流は野子小学校のほか、山田小学校と大島小学
校で行われました。�

みんな大きく育ってね！�
�

　山田小学校で、５月に３年生19人が、ひまわ

りの種をまき、この夏、約50本のひまわりが花

を咲かせました。�

　これは、人権教育・啓発事業の一環で、平戸

人権擁護委員協議会のみなさんが、「人権の花」

運動として、市内の小学校、数校に花の種や肥

料、プランターなどを配り、児童のみなさんが、

それらを栽培することを通じて命の大切さを学

べるよう、毎年行っているものです。�

みんなでひまわりを育てたよ！�

　９月２日、平戸文化センターで、第２回市民
体育祭総合開会式が行われ、各競技の代表ら約
200人が参加しました。式では、ソフトボール
競技に参加する牧山隆司選手が、「仲間と力を
合わせ全力でプレーすることを誓います」と力
強く選手宣誓。また、長年にわたり体育の普及
や振興、競技力向上に尽力した功労者表彰とし
て、相撲連盟の中島善治さん、サッカー協会の
森龍哉さん、ゲートボール協会の浦辺三十郎さ
んに、市体育協会長から賞状などが手渡されま
した。�

熱戦各地で　市民体育祭が開幕！�
�

　８月25日、平戸文化センターで、市民生涯学
習講演会が行われました。この講演会は、従来、
市主催であったものを今年度から主催者を市民
公募し、今回はボランティアグループ「ヒラド・
ビッグフィーチャーズ」が開催。講師に「伊賀の
里モクモク手づくりファーム」の専務理事吉田
修氏を迎え、「おいしさと安心は手づくりから」
と題して講演。吉田さんは、「平戸の雄大な自
然を生かした農業は魅力的である」と自身の体
験やモクモクファームでの事例を交え熱く語っ
ていただきました。�

市民主催で初の生涯学習講演会�

　８月26日、猶興館高校体育館ほか２会場で
平戸市防犯少年武道大会が開催され、市内の小
学生から高校生まで32団体472名が参加しまし
た。会場では剣道、柔道、空手道の３競技が行
われ、白熱した試合が展開されました。�
　大会結果は次のとおり（団体優勝のみ掲載）�
【剣道】小学生・野子剣道クラブＡ、中学生・
野子中学校Ａ【柔道】小学生・平戸少年柔道ク
ラブＡ、中学生男子・中部中学校Ａ【空手道】
小学生・武當館生月Ａ、中学生男子・武當館山
田Ａ、中学生女子・武當館生月Ａ�

気迫溢れる試合の連続!�
防犯少年武道大会!　�

　８月31日、田平町にある「笠松天神社古墳」（小
手田免・写真）と「岳崎古墳」（岳崎免）がそれぞ
れ県の史跡に指定されました。この２つの古墳
は、ともに前方後円墳で、笠松天神社古墳は全
長約34ｍで４世紀中ごろ、岳崎古墳は全長約
60m（県本土で見つかっている７基の中で２番
目の大きさ）で、４世紀後半から５世紀前半に
作られたものと推定されています。前方後円墳
は当時の大和政権とのかかわりを示すもので日
本最西端の前方後円墳として貴重なため指定さ
れたものです。�

田平地区の古墳が県の史跡に�

　8月16日、福岡市で行われた第９回中国・四
国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会
に猶興館高等学校の３年生６人が長崎県代表と
して出場。タンパク質分解酵素について調べた
内容を発表し、見事最優秀賞を受賞しました。
大会には、各地区から選抜された16校が参加。
参加した６人は、「何度も実験に失敗しながら
の作業で、大変だった」と話していました。出
場メンバーは次の６人（敬称略）。�
柳田大輔、松本旭人、種岡瑞穂、内藤祥子、�
林　雅、平畑沙耶�

最優秀賞受賞！おめでとうございます！�

ぶ　とう かん�

かさ まつ てん  じん しゃ   こ   ふん�

たけさき    こ   ふん�

み　ず　ほ�

みやび�

あき� ひと� しょう�こ�

さ� や�
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フォトニュース�

まちのできごと�
P H O T O  N E W S



池田　美代加さん（25歳・大久保町）�
いけ　だ　　　　み　よ　か�

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　総務課広報広聴班　E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp

「体協ソフトボールブリッヂ」�

活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

Club Introduct ion

募集しています
�

■勤務先�

　十八銀行平戸支店�

■ニックネーム�

　ミヨカ�

■性格は？�

　明るいのんびりやさん�

■趣味・特技�

　よさこい�

「お客様に元気になってもらえる�
　　　　　　　　サービスを目指しています」�

★お誕生日おめでとう！★�

「コールアンジェラス」�

　学校卒業後、長崎市のスーパーで働いていた池田さん
は、今年の５月に現在の職業に転職。十八銀行平戸支店
に勤務しています。今は窓口業務のサポートを行いなが
ら仕事を覚えている毎日です。「新人のせいか、まだま
だお客様に気を遣われて、今はこちらが元気をもらって
いる状況です。逆にお客様に元気になってもらえるサー
ビスを目指して頑張っています。窓口でみなさんをお待
ちしています」と明るい笑顔で話してくれました。�

「真剣にソフトボールをプレイしたい人と�
　ソフトボールを愛するマネージャーを募集します！」�

「アットホームな雰囲気で�
　　　　　　　　部員一同毎週楽しく歌っています」�
�

　体協ソフトボールブリッヂは、昭和52年に活動を始めた、
今年30年目のチームです。通常の軟式ボールではなく、硬
式ボールを使用したソフトボールチームです。県内で行わ
れる年６回の予選会には全て
参加しており、平成11年には
全日本クラブソフトボール選
手権の県予選を２位で通過。
九州予選大会に出場し、ベス
ト８の成績を収めました。最
近は大会当日になかなかメン
バーが揃わず、悔しい思いを
していますが、先日行われた
市民体育祭では、昨年に引き
続き２度目の優勝を果たしま
した。我こそはという人、ぜ
ひご連絡ください。�

�
�

　コールアンジェラスは、昭和63年にＰＴＡ母の会で合唱

を始めたことがきっかけで結成し、今年で活動20年目を迎

えました。「横のつながりを大事に」をモットーに、和気あい

あいとした雰囲気の中で毎週練習に励んでいます。越南ま

つりや平和コンサート、ひもさし七夕祭りなど中部地区の

イベントを中心に練習の成果を披露しています。�

　コールアンジェラスでは、現在部員を募集中です！大き

な声を出して

歌ってストレ

ス発散してみ

ませんか？興

味のある人は

気軽に練習を

覗いてみてく

ださい。�

�

活 動 日／毎週水曜日　午後８時～午後９時　�
活動会場／市ふれあいセンターリハーサル室�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　28-0372�
部 員 数／15人�
参 加 費／月額　500円�

代　　表／江口　幸江さん（獅子町）�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／不定期（週２回） 午後８時～午後10時�
活動会場／田平北小学校グラウンド�
対 象 者／18歳以上39歳以下�
連 絡 先／代表宅　　090-8839-0833�
部 員 数／20人�
参 加 費／年１万８千円�

代　　表／監督　立木　良宗さん（田平町大久保免）�

かたやま　　つよし�

～直樹さん・裕美さんの長男～�
≪紐差町≫�

久志　綺嶺くん�
  　　  （H16.10.８生）�

�

ひさ　し　　 あや ね�

～光彦さん・めい子さんの長男～�
≪田平町里免≫�

�
�

元気な我が家のワカ社長！�元気な我が家のワカ社長！� 優しく元気な子に育ってね！�優しく元気な子に育ってね！�
強くて優しい�

男の子になってネ！�
強くて優しい�

男の子になってネ！�

宮國　和華ちゃん�
　　　　（Ｈ18.10.２生）�

みやくに　   わ　か�

～和彦さん・美耶さんの長女～�
≪紺屋町≫ �

�

よしのり�

ゆきえ�

　山　剛くん�
  　　  （H18.10.20生）�

ひろ み�
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～�
■赤ちゃんおはなし会　９日（火）午前10時30分～�

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館などの図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■サニーサイドエッグ／荻原　浩�
■いつか陽のあたる場所で／乃南　アサ�
■リバース／石田　衣良�
■オトナの片思い／角川春樹事務所�
■花の回廊　流転の海　第五部／宮本　輝�
■厄病神も神のうち　怪異名所巡り４／赤川　次郎�
■湿地帯／宮尾登美子�
■西遊記（上・下）／平岩　弓枝�
■城山三郎　命の旅／佐高　信・内橋克人�
■塩狩峠、愛と死の記録／中島　啓幸�
■もっと効率的に勉強する技術！／高島　徹治�
■星座の事典／沼澤茂美・脇屋奈々代�
■ママとパパ二人ではじめての妊娠＆出産／竹内　正人�
■かんたん美味３／ベターホーム協会�
■火のある暮らしのはじめ方／農文協�
�

［10月の休館日］　蔵書点検のため16日（火）～25日（木）�
毎週月曜日（1日・8日・15日・22日・29日）�
�

一
　
般
　
書�

■ぽっかりつきがでましたら／渡辺　有一�
■まじょまつりにいこう／せなけいこ�
■旅ねずみ／スズキコージ　　　�
■まめうしのびっくりなあき／あきやまただし�
■おしりしりしり／長谷川義史�
■いっちゃん／村上　康成�
■ぎょうれつのできるパンやさん／ふくざわゆみこ�
■いばらひめ／バーナデット・ワッツ�
■ペンギンかんそくたい／斉藤　洋�
■はじめての文学　小川　洋子／文藝春秋　　�
■みてるよみてる／マンロー・リーフ�
■ヴォイス　西のはての年代記２／�
　　　　　　　　　　　アーシュラ・K・ル＝グウィン　�
■魔女の愛した子／マイケル・グルーバー�
■子どもだって哲学①　いのちってなんだろう／�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村桂子ほか�
■知ってそなえよう地震と津波／都司　嘉宣�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）６日・20日・27日�
■映画会　13日・どんぐりと山猫・まんが日本昔ばなし（かじ屋のばばあ�
　　　　　　　　　　　　／百合若大臣／大蔵と天狗どん／蛸薬師）�
�

永田記念図書館�

■挑発者／東　直己�
■神話の島／久綱さざれ�
■永遠のとなり／白石　一文�
■駅／森村　誠一�
■仕事と人生／城山　三郎�
■もう一度会いたい／佐藤あつ子�
■俳句がうまくなる100の発想法／ひらのこぼ�
■借金 返済で困ったらこの一冊／石原　豊昭�
■地方崩壊再生の道はあるか／日本経済新聞社�
■福祉のための農園芸活動／豊原　憲子�
■子どものこころＳＯＳ／春日　武彦�
■切らずに治すがん治療／中川　恵一�
■建坪10坪台でも心地いい ｢小さな家｣／主婦の友 　�
■手打ちうどんの作り方／蓮見　壽�
■筋トレバイブル [小・中・高校生編 ]／有賀　誠司�

『重曹＋ナチュラル素材�
  安心！きれいな！�
  暮らしのレシピ253』�

［10月の休館日］　�
　毎週月曜日（1日・8日・15日・22日・29日）�
�

一
　
般
　
書�

■いちじく　にんじん／ごんもりなつこ �
■ちいさなバス／歌田　典子 �
■きかんしゃホブ・ノブ／安徳　瑛 �
■まちをずんずん／吉岡さやか �
■とりのこもりうた／夏目　義一 �
■ふろしき　ばあちゃん／水上みのり �
■うんどうかいよーいどん！／ながはまひろし �
■しじみ／天野めぐみ �
■きょう　のぶに　あったよ／いとうえみこ �
■もりのかくれんぼう／林　明子�
■さがそう！ちがう虫／海野　和男�
■さがそう！かくれる虫／海野　和男�
■さがそう！まねする虫／海野　和男�
■ラブ・レター／あさのあつこ�
■マンモスとなぞの原始人／�
　　　　　　　　　　メアリー・ポープ・オズボーン�

児
　
童
　
書�

著者／編集部�
出版社／GAKKEN

　重曹って、知ってますか？美容・健康・
掃除に洗濯、あらゆるものに使えます。
無臭で手も荒れず環境にもやさしいのが
一番！！ぜひ、読んで使ってみてくださ
い。毎日の生活が楽しくなりますよ！！�

　芳香漂うクスノキの小箱、柾目が通っ
た秋田スギの弁当箱、森の王者ミズナラ
のテーブルと木目も美しいアラマツの椅
子。木の適材適所を見極めた熟練の職人
と木工家を、東日本中心に訪ねる。�

　はるながお母さんになぞなぞを出
します。「寝る前にはるなが行くの
はどーこだ？」それは歯磨きのため
の洗面所でも、お星様にお願いごと
をする窓の下でもなくて・・・。お
やすみなさいのスキンシップ絵本�

『カバローの大きな口』�
著者名／戸田　和代�
出版社／ポプラ社�

　みてみて、ぼくのじまんの口大
きいよ。ぼくの口からいろんなも
のが出てくるんだ。それで、とも
だちがわらっちゃたり、ないちゃ
ったり…。ぼくの口って、人気者
なの？きらわれものなの？�

『日本の森と木の職人』�
著者名／西川　栄明�
出版社／ダイヤモンド社�

『だいすき�
　 ひゃっかい』　�
著者名／村上しいこ・作�
　　　　大島妙子・絵�
出版社／岩崎書店�
�

22-4017 28-0128

にしかわ　　たかあき�

■絵本の読み聞かせ実演＆講演会■�
14日（日）午後１時30分～　市ふれあいセンターＡ・Ｂ会議室�
講師　富原　美智子氏（「語りの森」代表）　参加費　無料　※事前の申し込みが必要です。　�

����

　
胃
が
ん
検
診
お
よ
び
結
核
・
肺
が
ん

検
診
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。�

【
集
団
検
診
】�

　
胃
が
ん
検
診
の
会
場
で
、
同
時
に
結

核
・
肺
が
ん
検
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
。�

○
平
戸
地
区
　
中
野
・
中
部
・
南
部
地

　
区
を
対
象
に
10
月
１
日（
月
）〜
31
日

　（
水
）ま
で�

○
生
月
地
区
　
各
地
区
予
約
を
さ
れ
た

　
人
を
対
象
に
10
月
22
日（
月
）〜
30
日

　（
火
）ま
で�

　
健（
検
）診
日
程
表（
広
報
ひ
ら
ど
４

月
号
で
配
布
済
）で
、
実
施
場
所
、
時

間
な
ど
を
確
認
し
、
通
知
書
を
持
参
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
平
戸
北
部
地
区
・
田
平
地
区
・
大
島

地
区
の
人
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

い
場
合
も
右
記
日
程
中
に
受
診
で
き
ま

す
の
で
、
健（
検
）診
日
程
表
を
ご
確
認

の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

【
個
別
検
診
】�

　
胃
が
ん
検
診
は
市
内
の
医
療
機
関
で

の
個
別
検
診
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

○
実
施
期
間
　
11
月
１
日（
木
）〜
30
日

　（
金
）�

※
必
ず
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
注
意
事
項
　�

①
胃
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
場
合
は
、

　
前
日
の
午
後
９
時
か
ら
一
切
の
飲
食
、

　
た
ば
こ
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。�

②
胃
腸
の
手
術
を
さ
れ
た
人
や
胃
腸
の

　
病
気
で
通
院
中
の
人
は
、
主
治
医
に

　
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。�

③
通
知
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発

　
行
し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

���

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

人（
一
部
60
歳
以
上
）、
お
よ
び
１
歳
か

ら
未
就
学
児（
年
長
児
）の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
接
種
費
用
を
市
か
ら
一
部
補

助
し
ま
す
。
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象

年
齢
を
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
１
回
に
限
り
、
自
己
負
担

１
千
円（
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
）

で
受
け
ら
れ
ま
す
。�

○
接
種
期
間
　
10
月
１
日（
月
）〜
平
成

20
年
１
月
31
日（
木
）�

※
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま

す
。（
大
島
地
区
の
未
就
学
児
の
み
集

団
接
種
）接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
必

ず
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
実
施
医
療
機
関�

▼
市
内
指
定
の
医
療
機
関�

※
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
種
は
、
県
内
で
あ
れ
ば
接
種
で
き
る�

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

※
１
歳
か
ら
未
就
学
児
ま
で
の
お
子
さ�

ん
が
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、

保
護
者
同
伴
で
す
。
必
ず
母
子
健

康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
坂

口
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
や
ま
ぐ

ち
小
児
科
で
も
接
種
で
き
ま
す
。�

※
度
島
診
療
所
、
大
島
診
療
所
は
、
接  �

種
日
が
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。�

���

〜
10
月
は�

　
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す
〜�

①
増
え
続
け
て
い
る
人
工
透
析
者
数�

　
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
毎
年

１
万
人
づ
つ
増
え
続
け
、
現
在
約
26
万

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

長
崎
県
で
は
約
３
千
５
百
人
で
す
。�

　
以
前
は
腎
臓
病
が
透
析
を
は
じ
め
る

主
な
原
因
で
し
た
が
、
現
在
は
生
活
習

慣
病
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
が
原
因
の

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

②
１
万
人
以
上
の
移
植
希
望
者�

　
人
工
透
析
を
は
じ
め
る
と
、
一
生
透

析
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

1�
0�
0
％
本
来
の
腎
臓
の
代
わ
り
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
機
能
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
腎
臓
移
植
と
い
う
方

法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
腎
臓
移

植
を
希
望
し
て
い
る
人
は
約
１
万
２
千

人
で
、
そ
の
う
ち
、
長
崎
県
は
１
４
６

人
で
す
。�

③
少
な
い
腎
臓
移
植�

　
移
植
医
療
は
、
提
供
者
が
い
て
初
め

て
成
り
立
つ
医
療
で
す
が
、
現
状
で
は

提
供
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
希
望
者

の
う
ち
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
毎
年
約
１
％
で
す
。�

④
期
待
さ
れ
る
臓
器
提
供�

　
　
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
普
及�

　
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は「
臓

器
を
提
供
す
る
」「
臓
器
を
提
供
し
な
い
」

と
い
う
ど
ち
ら
の
意
思
も
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
自
分
の
意
思
を
記

入
し
カ
ー
ド
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。�

お
問
い
合
わ
せ�

　
財
団
法
人
長
崎
県
健
康
事
業
団�

　
　
０
９
５
７
‐

43
‐
７
１
３
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■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

  　28－1000　�
■生月支所市民協働課福祉保健班�

  　53－2111
■田平町福祉保健センター�

  　57－0977
■大島支所市民協働課福祉保健班�

  　55－2511

 広報 ひらど　2007.10
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 広報 ひらど　平成19年10月号�
Hirado City Public Relations25

サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�
新着図書紹介� このほかたくさんの�

新着図書があります!!
みんなの図書館�みんなの図書館�

としょかん�



■保険福祉課国保年金班（　内線2590）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進室（　内線2635）�

平戸オランダ商館風説書�

▲地球儀�

▲壱岐国続風土記�

▲天球儀�

～平戸和蘭商館跡復元整備事業の現状～�

　平戸和蘭商館跡復元整備事業の現状について簡単にお知　平戸和蘭商館跡復元整備事業の現状について簡単にお知らせしますらせします。�

　「1639年築造倉庫」の復元については、7月23日に開催された文化庁復元検討委員会において復元

設計案が了承されました。復元設計案の作成については、設計案が了承されました。復元設計案の作成については、これまで複数の検討会などを開これまで複数の検討会などを開催し、慎催し、慎

重に進めてきました。これにより、現在、最終的な実施設重に進めてきました。これにより、現在、最終的な実施設計の取りまとめの作業を進めて計の取りまとめの作業を進めていますいます。�

　また、商館跡地では本体工事に先立ち、山側の石垣を当　また、商館跡地では本体工事に先立ち、山側の石垣を当時の姿に復元するための修復工時の姿に復元するための修復工事を進め事を進め

ています。工事している場所は、昨年まで掲揚台のあったています。工事している場所は、昨年まで掲揚台のあった部分ですが、調査の結果、当時部分ですが、調査の結果、当時の石垣のの石垣の

根石ラインを確認することができました根石ラインを確認することができました。�

　そのほか、内部に展示する各種資料の収集を進めていま　そのほか、内部に展示する各種資料の収集を進めています。これまでに南蛮漆器、金唐す。これまでに南蛮漆器、金唐革製品、革製品、

絵画資料絵画資料（レプリカ）などを購入しましたどを購入しました。�

　今後も復元事業の進行について随時お知らせします　今後も復元事業の進行について随時お知らせします。�

�

　平戸和蘭商館跡復元整備事業の現状について簡単にお知らせします。�

　「1639年築造倉庫」の復元については、7月23日に開催された文化庁復元検討委員会において復元

設計案が了承されました。復元設計案の作成については、これまで複数の検討会などを開催し、慎

重に進めてきました。これにより、現在、最終的な実施設計の取りまとめの作業を進めています。�

　また、商館跡地では本体工事に先立ち、山側の石垣を当時の姿に復元するための修復工事を進め

ています。工事している場所は、昨年まで掲揚台のあった部分ですが、調査の結果、当時の石垣の

根石ラインを確認することができました。�

　そのほか、内部に展示する各種資料の収集を進めています。これまでに南蛮漆器、金唐革製品、

絵画資料（レプリカ）などを購入しました。�

　今後も復元事業の進行について随時お知らせします。�

�

▲石垣修復工事　発掘風景�

Vol.24

■名　称�

　壱岐国続風土記�

■種　別�

　県指定文化財（歴史資料）�

■指定年月日�

　平成18年３月３日�

■管理者　松浦史料博物館�

■所在地　鏡川町�

文化財ＤＡＴA

■名　称�

　地球儀・天球儀　１対�

■種　別�

　県指定文化財（歴史資料）�

■指定年月日�

　平成17年３月25日�

■管理者　松浦史料博物館�

■所在地　鏡川町�

文化財ＤＡＴA

壱
岐
国
続
風
土
記�

地
球
儀
・
天
球
儀
　１
対�

平
戸
の�

深
い
歴
史
を
知
る
資
料�ち

き
ゅ
う
ぎ�

て
ん
き
ゅ
う
ぎ�

　
松
浦
史
料
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
地
球
儀
・
天
球
儀
は
、
２
つ
と
も
1
�

7
0
0
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
に
あ
る
フ
ァ
ル
ク
工
房
に
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
す
。
地
球
儀
に「
７
」、
天

球
儀
に「
８
」と
、
子
午
線
の
頂
上
部
に
は

フ
ァ
ル
ク
工
房
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
を

示
す
製
造
番
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
現

在
国
内
で
は
ほ
か
に
1
対
、
海
外
で
は

両
方
合
わ
せ
て
も
、
50
個
し
か
確
認
さ

れ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
木
製

の
台
座
に
は
「
平
戸
楽
歳
堂
蔵
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
楽
歳
堂
と
は
、
松
浦
家

34
代
清（
静
山
）が
平
戸
城
内
に
鯨
組
益
冨

家
三
代
又
左
衛
門
正
昭
か
ら
の
献
上
金

を
得
て
作
っ
た
書
庫
で
あ
り
、
東
西
の

貴
重
品
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。�

　
地
球
儀
は
、
航
海
の
際
に
方
角
を
決

め
る「
ポ
ル
ト
ラ
ー
ノ
」と
い
う
方
位
線
が

多
数
描
か
れ
て
い
ま
す
。
か
な
り
正
確
に

各
大
陸
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
製
作
当

時
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
北
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
周
辺
は
不
明
瞭
な
表
現

と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
球
儀
に
描
か
れ
て

い
る
星
座
は
、
現
在
の
88
星
座
以
外
の
星

座
が
描
か
れ
て
い
る
な
ど
当
時
得
ら
れ
た

情
報
を
正
確
に
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

�

ら
く
さ
い
ど
う 

ぞ
う�

き
よ
し�

ざ
ん�

ま
た

�

い
　
き
　
こ
く
し
ょ
く
ふ
　
ど
　
き�

さ
ね
の
ぶ�

あ
ん
せ
い�

あ
ま
の
て�

な
が

お�

よ
し
の

ひ
で�

え
ん
き
ょ
う�さ

ね
の
ぶ�

じ
ょ
う
し
ん�

ひ
ら
ど�

ま
さ�

せ
い�

ざ

え

も
ん
ま
さ
あ
き�

県
指
定
文
化
財（
歴
史
資
料
）�

�

�����������

　
松
浦
家
33
代
誠
信
（
安
靖
）
は
1
7
4
�

2
年（
寛
保
２
年
）、
支
配
地
で
あ
っ
た
壱

岐
国
に
あ
る
、
天
手
長
男
神
社
の
吉
野
秀

政
宮
司
に
風
土
記
の
編
さ
ん
を
命
じ
ま
し

た
。
吉
野
秀
政
宮
司
は
、
壱
岐
郡
代
の
援

助
、
藩
主
に
よ
る
絵
師
の
派
遣
を
得
て
、

1
7
4
4
年（
延
亨
元
年
）に
よ
う
や
く
こ

れ
を
完
成
さ
せ
、
誠
信
に
上
奉
し
て
い
ま

す
。
記
録
さ
れ
た
内
容
は
、
神
社
仏
閣
に

始
ま
り
、
細
か
い
地
理
・
歴
史
、
地
元
に

伝
わ
る
伝
承
な
ど
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
部
で
1
1
7
冊（
序
１
冊
・

提
要
２
冊
・
土
産
考
１
冊
・
本
文
1
1
3

冊
）に
お
よ
ぶ
冊
子
は

保
存
状
態
も
よ
く
、

壱
岐
を
研
究
す
る
上

で
は
欠
か
せ
な
い
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

�

　公的年金制度では、平成８年12月までは、加入していた年金制度ごとの番号により、加入者の

みなさんの年金加入記録を管理していました。�

　そのため、転職などにより加入する制度を移り変わった場合、国民年金または厚生年金保険の「年

金手帳の記号番号」、共済組合の組合員番号など、一人で複数の年金の番号を持つことがありまし

た。�

　年金を請求する際には年金加入状況を確認する必要がありますが、制度ごと番号ごとにそれぞ

れ照会する必要があり、調査のため時間を要していました。その不便さを解消し、よりよいサー

ビスが提供できるように平成9年1月から導入したのが基礎年金番号制度です。�

　基礎年金番号は、国民年金・厚生年金保険・共済組合といったすべての公的年金制度で共通し

て使用する「一人に一つの番号」です。�

　番号は、年金手帳または基礎年金番号通知書で確認することができます。�

　就職したとき、会社が変わったとき、結婚したとき、住所が変わったときなど、年金に関する

手続きの際は基礎年金番号が必要ですので、年金手帳または基礎年金番号通知書は大切に保管し

てください。�

�

「基礎年金番号制度を�
　　　　　　　ご存知ですか」�
�
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�

▲みんなで○○の木を植えました�▲シマトネリコを�
　　　　　記念植樹しました�

枝幸町�

�
●交流の概要�
　平成14年度から平戸市（旧・生月町）と北海道枝幸町（旧・歌登町）との

間で始まった「枝幸町・平戸市いきいき交流事業」が、今年も８月２日か

ら８月７日までの日程で行われました。今年は、枝幸町から８人の中学

生が来平。枝幸町は毛ガニ・ホタテなどの豊富な海産物と、酪農で知ら

れる北海道北部の町です。慣れない暑さの中、参加した枝幸町のみなさ

んは、生月の生活や歴史、文化を学ぶとともに、ホストファミリーや生

月中学校の生徒のみなさんと交流を深めました。�

　日本地図でお互いの市・町の位置を調べてみると、

日本列島のほぼ東西の端に位置していることが分

かります。今回の交流事業で初めて北海道から出

たという中学生もいたそうです。滞在期間中の猛

暑をはじめ、北海道ではできないさまざまな体験

ができ、とても貴重な時間を過ごすことができた

と話していました。�

お問い合わせ　企画課地域振興班（　内線2337）�

　この事業は、気候・風土・文化が大きく異なるお互いの市町を中学生が訪問し、ホームステイをし

ながら地域の生活・文化を学び、親睦と友好を深めることを目的としています。�

　今年度からはイベント開催時、相互に地域物産の紹介・販売を行う経済交流も始まりました。�

▲ シマトネリコの木を�
　　　　　　記念植樹しました�

平
戸
の
秋
を
楽
し
も
う�

平
戸
城
下
歌
仙
灯
籠
ま
つ
り
　
10
月
19
日
（金）
〜
30
日
（火） �

南
蛮
貿
易
の
面
影
を
残
し
、
城
下
町
の
風
情
あ
る
平
戸
の
街
に

今
年
も
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
。�

平戸くんち�

10月24～27日�

○事始神事�
　24日午後２時～�
○御神幸･行列�
　25日午前10時～�
○大大神楽�
　26日午前11時～�
○献茶式�
　27日午後１時～�

　神輿に武者行列が
街中を練り歩く御神幸。

大大神楽は，「平戸神
楽全24番」が披露され
ます。�

伝統芸能披露�
（ジャ踊り・獅子舞）�

10月24日、25日�

○ジャ踊り　木引田町　
　24・25日午後7時～�
○獅子舞　宮の町�
　24日午後７時30分～�

　めったに見ることがで

きないジャ踊り、獅子
舞。舞手の迫力に圧倒
されます。　　　�

田助ハイヤ節�
市民総踊り�
10月25日�

○ところ　�
　崎方町～魚の棚町�
○と　き　午後7時～　

今宵は祭りだ！！みんなで
踊って、「おくんち気分」
を満喫しよう！�

町屋くんち料理�

 10月24、25日�

○と　き�
　午前11時～午後４時、
　午後５時～午後９時�
　★平戸くんち手形�
　（３枚綴り）�
　　一　般　１千円�
　　小　人　５百円�
（小学生以上中学生以下）�
○ところ�
　崎方町、宮の町、木引
　田町、魚の棚町、新町、
　職人町の拠点会場�

平戸神楽(夜神楽) 
・茶会�

10月19、20、24日�

○と　き　�
　午後7時～午後9時30分�
○ところ　�
　亀岡神社(19、20日)�
　松浦史料博物館（24日）�

　歌仙灯籠が並び、たい

まつ燃える中、夜神楽
が幻想的に舞われます。�

�

平戸市福祉健康まつり�－健やかで笑顔とやさしさの�                     あふれるまちづくり－�
10月21日（日）�

�

○と　き　午前９時30分～午後３時�
○ところ　平戸文化センター　�
○入場料　無料�
�

　　ピンクリボンコーナー�

　　講　演　「乳ガンから自分を守ろう」（午前11時～）�

　　講　師　大山　和栄氏（本市出身漫画家）�

　　体験コーナー�

　　高齢者疑似体験・障害者用日常生活用具体験・ユ

　　ニカール体験（誰でも気軽にできるカーリング）�

　　親子ふれあい遊びコーナー�

　　絵本コーナー・運動遊びコーナー・作成遊びコー

　　ナー・子育て支援コーナー・給食コーナー（試食

　　など）�

　　アニメ上映「ケロロ軍曹」「ドラえもん」（午後1時～）　

　�

　　そのほか、保育園児・祐生園によるアトラクショ

　　ン、ふれあいもちつき、作品展、売店・バザー、

　　各種相談コーナー、こども広場（遊具）もあります。�

�

　お問い合わせ　福祉事務所総務班（　内線2561）�
�

 歌仙灯籠�
・オブジェ設置�

 10月19、20、24、25日�

○と　き　午後６時～�
○ところ　�
　亀岡公園(19、20日)�
　松浦史料博物館（24日）
　商店街通り(24、25日)

　城下町が灯りに染
まる。誰かと歩きたく
なる…そんな風景。�

イベント情報�

　 

平
戸
く
ん
ち
や
平
戸
神
楽
、

田
助
ハ
イ
ヤ
節
な
ど
の
伝
統
芸

能
に
触
れ
、
お
く
ん
ち
料
理
で

平
戸
の
懐
か
し
い
味
を
味
わ
い
、

歌
仙
灯
籠
の
揺
れ
る
火
影
に
癒

さ
れ
る
…
。�

　
そ
ん
な
秋
の
日
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
？     

お問い合わせ�

観光商工課観光班�
(　内線2273)

みこし�

え　さ　し�

えさし�

えさし�

平戸市民生涯学習講演会�
○と　き　午後１時～�
○演　題　「五体満足」�
○講　師　川崎　寿洋氏�

　1962年長崎市生まれ。東海大�
学海洋学部で海や魚の増養殖につ�
いて学ぶ。1984年長崎県内大手の水産会社に就職、
半年後バイク事故で右足の大腿部より切断、入院、
リハビリを経て職場復帰。1991年車いすバスケ
ットと出会い「長崎サンライズ」に所属。現在、肥
前精神医療センターに勤務、小中学校で車いすバ
スケットの交流や「障害者ってなに？」などの講演
活動を行う。�

【プロフィール】�
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��

　�

�

　�　
善
通
寺
市
と
は
、
空
海（
弘
法
大
師
）

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
市
民
の
相
互
訪

問
に
よ
り
、
空
海
の
足
跡
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
間
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

○
行
　
程�

▼
11
月
２
日（
金
）　
平
戸
市
―
愛
媛
県

　
内
子
町（
散
策
）―
道
後
温
泉（
宿
泊
）�

▼
11
月
３
日（
土
）　
道
後
温
泉
―
善
通

　
寺
市（
親
善
交
流
会
）―
呉
市（
宿
泊
）�

▼
11
月
４
日（
日
）　
呉
市
―
宮
島（
観

　
光
）―
武
雄
北
方
Ｉ
Ｃ
―
平
戸
市�

○
参
加
費
用
　
一
人
　
３
万
５
千
円�

○
募
集
人
員
　
40
名
　�

○
申
込
期
限
　
10
月
19
日（
金
）�

○
申
込
先
　
観
光
商
工
課
観
光
班
、
ま

た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
、（
社
）平
戸

観
光
協
会
ま
で�

�����

　
日
ご
ろ
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
社
会

の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
一
行
詩
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

○
募
集
内
容
　
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

　
マ
に
し
た
標
語�

○
応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
ま
た
は
市

　
内
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
人�

○
応
募
締
切
　
10
月
31
日（
水
）�

○
応
募
方
法
　�

①
封
書
・
は
が
き
に
よ
る
郵
送
、
Ｆ
Ａ�

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
企
画
課
地
域

振
興
班
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
22�-

５
１
７
８�

　
▼
Ｅ
メ
ー
ル�

　
　k
ik
a
k
u
@
city
.h
ira
d
o
.lg
.jp
�

②
作
品
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年�

齢
、
電
話
番
号
、
職
業（
学
校
名
・

学
年
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
一
人
に
つ
き
２
作
品
ま
で
と
し
ま
す
。�

○
発
　
表
　
11
月
下
旬
に
入
賞
者
に
文

　
書
で
通
知
し
ま
す
。�

������

　
耕
作
放
棄
地
の
中
で
も
今
後
活
用
す

べ
き
農
地
を
解
消
ま
た
は
復
旧
す
る
活

動
に
対
し
、
初
年
度
に
助
成
を
行
う
事

業
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

平
成
20
年
度
の
事
業
取
組
に
つ
い
て
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。�

○
平
成
20
年
度
事
業
取
組
の
受
付
期
間�

　
平
成
19
年
10
月
31
日（
水
）ま
で�

○「
耕
作
放
棄
地
解
消
５
ヵ
年
計
画
実

　
践
事
業
」の
内
容�

▼
耕
作
放
棄
地
有
効
利
用
促
進
事
業�

　
耕
作
放
棄
地
を
引
き
受
け
て
、
５
年 

以
上
の
営
農
に
農
地
活
用
す
る
場
合�

・
助
成
単
価（
10
ａ
当
た
り
）　
３
万
円�

〜
６
万
円（
大
規
模
引
受
な
ど
の
加

算
あ
り
）�

・
受
付
相
談
窓
口
　
農
業
委
員
会
事
務

　
局(

　
内
線
２
６
５
４)�

▼
耕
作
放
棄
地
復
旧
活
動
支
援
事
業�

　
復
旧
活
動
隊
と
し
て
草
払
い
な
ど
を

実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
・
復
旧

し
た
場
合�

※
復
旧
活
動
隊
と
し
て
活
動
し
た
団
体�

へ
の
助
成
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
解

消
・
復
旧
を
依
頼
し
た
地
権
者
お
よ

び
集
落
な
ど
は
、
そ
の
後
、
５
年
間

の
農
地
保
全
が
必
要
で
す
。�

・
助
成
単
価（
10
ａ
当
た
り
）　
１
万
円�

・
復
旧
活
動
隊
の
イ
メ
ー
ジ�

①
中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
に
お
け
る

　
集
落
協
定
組
織�

②
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
策
に
お

　
け
る
事
業
実
施
組
織�

③
右
記
の
組
織
で
対
応
で
き
な
い
地
区

　
に
お
い
て
は
、
集
落
内
農
業
者
で
構

　
成
す
る
任
意
組
織�

・
保
全
の
考
え
方
　
定
期
的（
最
低
１

　
年
ご
と
）に
草
払
い
を
行
い
、
い
つ

　
で
も
営
農
で
き
る
状
況
に
す
る
。�

・
受
付
相
談
窓
口
　
農
林
課
農
務
班�

　 (

　
内
線
２
２
６
１)�

�����

○
と
　
き
　
11
月
22
日（
木
）�

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分�

○
と
こ
ろ
　
田
平
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド�

○
参
加
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
平
成�

20
年
４
月
１
日
現
在
で
満
60
歳
以
上

の
人�

○
申
込
期
限
　
10
月
22
日（
月
）�

�����

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
都
市
計
画

課
、
ま
た
は
各
支
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本庁�

監査委員事務局�

　係長�

農業委員会�

　次長�

　総務班長�

庶務課�

　課長補佐兼施設給食班長�

生涯学習課�

課長�

社会教育班長�

文化遺産課�

　課長�

　課長補佐兼和蘭商館復元推進室長�

　文化遺産班長�

　文化遺産班係長�

　和蘭商館復元推進班長�

中部出張所�

　次長（ふれあいセンター次長併）�

北部公民館�

　館長�

生月支所�

市民協働課�

　課長兼主幹�

　参事兼地域協働班長�

　地域協働班係長�

　市民班長�

　市民班係長�

　福祉保健班長�

産業建設課�

　課長�

　課長補佐兼産業建設班長�

　産業建設班係長�

田平支所 �

市民協働課�

　課長�

　参事兼地域協働班長�

　地域協働班係長�

　市民班長�

　市民班係長�

　福祉保健班長�

　福祉保健班係長�

産業建設課�

　課長�

　産業建設班長�

　産業建設班係長�

　産業建設班係長�

　産業建設班係長�

教育委員会田平分室�

　分室長 �

大島支所�

市民協働課�

　課長�

　課長補佐兼市民班長�

　地域協働班長�

　市民班係長�

　福祉保健班長�

　福祉保健班係長�

産業建設課�

　課長�

　課長補佐兼産業建設班長�

　交通船班長�

　産業建設班係長�

　産業建設班係長�

大島診療所�

　総務班長�

消防本部�

大島出張所�

　所長  

新役職名� 氏　　名�

退職者氏名�

旧 所 属・職 名 �

旧所属・職名� 退職者氏名� 旧所属・職名�

本庁�

総務課�

課長�

広報広聴班長�

企画課�

課長�

課長補佐兼観光商工課長補佐�

課長補佐兼情報化推進室長�

地域協働推進室長�

地域協働推進班長�

地域振興班長�

情報化推進班長�

財政課�

課長�

課長補佐兼財政班長�

管財班長�

行革管理課�

課長�

主幹(病院改革担当)�

行革推進室長�

課長補佐兼行革推進班長�

参事兼滞納対策班長�

滞納対策班係長�

市民課�

課長�

課長補佐�

環境交通班長�

環境交通班係長�

税務課�

総務班長�

納税班係長�

福祉事務所�

所長�

子育て支援班長�

障害福祉班長�

保険福祉課�

　課長�

農林課�

　課長補佐�

　課長補佐兼観光商工課長補佐�

　農務班係長�

　林務班長�

　耕地班係長�

水産課 �

　課長補佐兼漁港班長�

　課長補佐(漁協合併担当)兼観光商工課長補佐�

　水産振興班係長�

建設課�

　課長補佐�

　参事兼河川砂防班長�

　道路班長�

都市計画課 �

　課長補佐(まちづくり担当)�

　参事兼まちづくり班長�

国土調査課�

課長�

課長補佐�

参事兼国土調査班長�

国土調査班係長�

観光商工課�

課長�

課長補佐�

企業立地対策室長�

商工物産班長�

会計課�

　課長�

水道局�

　給水班係長�

　給水班係長�

�

�

�

�

�

松　山　久　與�

池　田　修　二�

�

田　島　元　一�

桝　田　俊　介�

森　川　祐　輔�

舩　原　正　司�

藤　田　法　恵�

松　田　礼　子�

田　口　和　義�

�

尾　上　輝　義�

久保田　　　壽�

田　上　俊　一�

�

戸　田　幾　嘉�

立　山　　　市�

佐　藤　哲　也�

楠　富　　　誉�

橋　口　隆　興�

増　田　雄　一�

�

森　　　宗　隆�

平　松　貫　治�

岩　永　耕　一�

松　永　健　治�

�

楠　富　二三代�

畑　原　芳　文�

�

田　中　義　則�

尾　　　利　美�

大　浦　　　貢�

�

永　田　米　吉�

�

松　山　稲　敏�

川　口　　　敬�

百　枝　史　朗�

山　下　　　実�

村　井　　　晃�

�

松　尾　国　夫�

染　川　勝　英�

松　本　幸　盛�

�

山　浦　直　美�

綿　川　祐　一�

大　浦　雄　二�

�

白　鞘　敏　夫�

池　田　岳　志�

�

井　上　玄　一�

竹　元　　　　�

松　本　和　之�

松　山　茂　吉�

�

松　田　範　夫�

加　藤　栄　一�

村　田　範　保�

藤　井　誠　司�

�

内　山　久実夫�

�

出　口　治　雄�

大　下　兼　生�

�

�

�

�

�

山　浦　　　一�

江　口　よし子�

富　永　富　男�

青　木　安　生�

�

平戸市民病院参事�

生月病院薬剤班長�

田平支所産業振興課課長兼建設課長兼主幹�

生月支所市民生活課課長�

�

�

�

総務課理事兼課長�

生涯学習課社会教育班長�

�

企画課理事兼課長�

財政課課長補佐兼財政班長�

政策調整課課長補佐兼地域調整班長�

生月支所総務企画課課長兼総務班長�

企画課地域振興班係長�

企画課地域振興班係長�

財政課管財班長�

�

財政課理事兼課長�

大島支所産業振興課課長兼建設課長�

田平支所建設課管理班長�

�

保険福祉課課長�

政策調整課主幹(病院改革担当)�

政策調整課行革推進室長�

政策調整課課長補佐兼行革推進班長�

田平支所総務企画課課長補佐兼振興班長�

企画課情報化推進班長�

�

農業委員会主幹(農地活用担当)�

市民課課長補佐兼環境交通班長�

税務課納税班係長�

生月支所市民生活課市民班係長�

�

農業委員会総務班長�

生月支所農業委員会生月分室係長�

�

市民課課長�

福祉事務所児童福祉班長�

大島支所総務企画課振興班長�

�

会計課課長�

�

農林課課長補佐兼林務班長�

農林課課長補佐�

田平支所産業振興課水産商工班長�

市民課環境交通班係長�

大島支所建設課建設班長�

�

都市計画課課長補佐（まちづくり担当）�

水産課課長補佐(漁協合併担当)�

生月支所産業振興課水産商工班長�

�

建設課課長補佐兼道路班長�

田平支所建設課参事兼建設班長�

建設課河川砂防班長�

�

都市計画課参事兼まちづくり班長�

大島支所産業振興課課長補佐兼水産商工班長�

�

建設課主幹兼国土調査推進室長�

水産課課長補佐兼漁港班長�

建設課参事兼国土調査推進班長�

建設課国土調査推進班係長�

�

福祉事務所所長�

企画課課長補佐兼情報化推進室長�

観光商工課課長補佐�

観光商工課商工班長�

�

政策調整課理事兼課長�

�

田平支所水道局田平分室水道班長�

田平支所水道局田平分室水道班係長�

�

�

新役職名� 氏　　名� 旧所属・職名�

�
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西　川　恵　子�

�

末　永　　　寛�

森　川　享　子�

�

山　見　弘　幸�

�

山　口　龍一郎�

田　中　和　広�

�

萩　原　博　文�

小　川　茂　敏�

加　藤　有　重�

北　島　聖　美�

林　　　　　誠�

�

平　松　繁　己�

�

岡　崎　勝　男�

�

�

松　本　昇　堅�

　　田　裕　孝�

破　戸　　　修�

宮　　　正　則�

田　　　大　二�

伊　藤　純　子�

�

小　楠　一二三�

石　橋　国　弘�

桝　屋　聡　志�

�

�

中　村　幸　一�

北　川　　　貢�

本　村　哲　雄�

立　石　哲　也�

末　永　聖　子�

前　田　洋　志�

小　川　保　子�

�

青　　　光　國�

三　好　泰　彦�

諸　藤　秀　法�

野　口　雅　文�

谷　中　隆　治�

�

内　海　　　徹�

�

�

山野上　和　則�

久保田　博　子�

松　山　儀　博�

吉　沢　岳　虎�

宮　島　直　子�

柴　山　延　子�

�

吉　住　恒　徳�

工　藤　大　介�

岩　本　順　侍�

田　島　洋　子�

久保川　宏　和�

�

江　口　浩　幸�

�

�

川　村　茂　実�

田平支所農業委員会田平分室係長�

�

中部出張所次長�

田平支所産業振興課農林班係長�

�

庶務課課長補佐(収納推進担当)�

�

観光商工課課長�

福祉事務所障害福祉班長�

�

文化振興課課長�

田平支所教育委員会田平分室分室長�

文化振興課文化振興班長�

文化振興課文化振興班係長�

文化振興課和蘭商館復元推進班長�

�

建設課課長補佐兼国土調査推進室次長�

�

文化振興課課長補佐兼和蘭商館復元推進室長�

�

�

生涯学習課課長�

企画課課長補佐兼地域振興班長�

生月支所建設課建設班長�

生月支所市民生活課市民班長�

生月支所総務企画課振興班長�

生月支所市民生活課福祉保健班長�

�

生月支所産業振興課課長兼建設課長兼管理班長�

生月支所産業振興課課長補佐兼農林班長�

生月支所産業振興課水産商工班係長�

�

�

田平支所総務企画課課長�

田平支所市民生活課課長�

田平支所市民生活課市民班長�

田平支所総務企画課総務班長�

田平支所市民生活課市民班係長�

田平支所市民生活課福祉保健班係長�

田平支所市民生活課福祉保健班長�

�

建設課課長補佐�

田平支所建設課建設班係長�

田平支所産業振興課農林班長�

田平支所産業振興課水産商工班係長�

田平支所総務企画課振興班係長�

�

北部公民館館長�

�

�

大島支所総務企画課課長兼総務班長�

大島支所市民生活課課長補佐兼市民班長�

大島支所市民生活課市民班係長�

大島支所大島診療所総務班長�

大島支所市民生活課福祉保健班長�

大島支所市民生活課福祉保健班係長�

�

大島支所市民生活課課長�

大島支所建設課課長補佐兼管理班長�

大島支所産業振興課交通船班長�

大島支所農業委員会大島分室係長�

大島支所産業振興課農林班長�

�

大島支所産業振興課農林班係長�

�

�

生月出張所副所長�
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日（
水
）�

�����

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費

と
耐
震
改
修
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。�

○
耐
震
診
断
　
診
断
費
４
万
５
千
円
の

　
う
ち
３
万
円
を
補
助�

○
耐
震
改
修
　
診
断
の
結
果
、
耐
震
基

　
準
に
適
合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事

　
に
対
し
、
工
事
費
の
２
分
の
１
で
60�

　
万
円
を
限
度
に
補
助�

○
対
象
住
宅
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

　
す
こ
と
が
必
要
で
す
。�

▼
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法

　
改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅�

▼
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る

　
住
宅�

▼
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅�

○
申
請
期
限
　
12
月
21
日（
金
）�

�����
○
支
給
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
在
宅
寝

た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
、
家
庭
に
お
い

て
６
月
以
上
常
時
介
護
し
て
い
る
人�

○
支
給
金
額
　
２
万
５
千
円
以
内�

○
申
請
期
間
　
10
月
５
日（
金
）〜
31
日

　（
水
）ま
で�

○
申
請
方
法
　
保
険
福
祉
課
長
寿
福
祉�

班
、
ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

　
　
　�

���

　
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
し
く
み
を
つ

く
る
た
め
、「
地
域
福
祉
計
画
」を
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
策
定
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

○
開
催
日
程
　
各
地
区
午
後
７
時
〜�

▼
大
島
地
区
　
10
月
10
日（
水
）�

　
大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

▼
田
平
地
区
　
10
月
12
日（
金
）�

　
た
び
ら
活
性
化
施
設�

▼
平
戸
南
部
地
区
　
10
月
15
日（
月
）�

　
市
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー�

▼
生
月
地
区
　
10
月
17
日（
水
）�

　
生
月
町
中
央
公
民
館�

▼
平
戸
中
部
地
区
　
10
月
23
日（
火
）�

　
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

▼
平
戸
北
部
地
区
　
10
月
26
日（
金
）�

　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー�

�

����

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」に
つ
い
て
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
10
月
30
日（
火
）�

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
生
月
町
中
央
公
民
館�

○
講
　
師
　
原
田
　
正
氏
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
（
長
崎
県
男
女
共
同
推
進
員
）�

���

　�○
演
　
題
　「
地
域
社
会
と
家
庭
に
お

　
け
る
男
女
共
同
参
画
」�

����

　
大
規
模
な
土
地
取
引
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
、
契
約
の
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。�

　
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。�

○
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引�

①
都
市
計
画
区
域
　
５
千
㎡
以
上�

②
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
　
１
万
㎡

　
以
上�

����

○
と
　
き
　
11
月
３
日（
土
）午
後
１
時

〜
　
舞
台
発
表
の
部
開
演�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

○
内
　
容
　
舞
台
発
表
、
茶
道
呈
茶
、

　
　
　
　
　
生
花
展
示�

○
入
場
料
　
４
百
円（
お
呈
茶
券
付
き
）�

　
同
会
場
中
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
た
作

　
品
も
併
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。�

※
な
お
、
午
前
中
に
は
、
教
育
委
員
会

　
表
彰
や
平
戸
市
美
術
展
覧
会
の
表
彰

　
も
行
わ
れ
ま
す
。�

����

　
各
会
場
で
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

芸
術
の
秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

○
田
平
地
区
　
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー�

▼
10
月
27
日（
土
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

▼
10
月
28
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時�

○
平
戸
地
区
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
11
月
１
日（
木
）〜
４
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時�

○
大
島
地
区
　
大
島
村
離
島
開
発
総
合

　
セ
ン
タ
ー�

▼
11
月
10
日（
土
）�

　
午
後
１
時
〜
午
後
７
時�

▼
11
月
11
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時�

○
生
月
地
区
　
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館�

▼
11
月
23
日（
金
）〜
25
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

����

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
地
区（
自

治
会
な
ど
）と
そ
の
利
用
者
の
持
ち
物

で
す
の
で
、
利
用
す
る
み
な
さ
ん
で
清

潔
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
分
別
さ
れ
て

い
な
い「
警
告
イ
エ
ロ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
」

が
貼
ら
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
、
10
月

14
日（
日
）ま
で
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
者
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�����

　
市
で
は
、
被
災
地
救
援
の
た
め
、
８

月
１
日（
水
）〜
31
日（
金
）ま
で
の
間
、

義
援
金
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
し
た
。�

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
り
、

集
め
ら
れ
た
義
援
金
の
総
額
は
、
18
万

８
千
４
１
５
円
と
な
り
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�����

　
行
政
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内
や
隣

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
行
政
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

○
田
平
支
所
１
階
会
議
室�

　
10
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
３

　
時�

○
平
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
田
平
支
所�

　
10
月
20
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午�

����

　「
広
報
ひ
ら
ど
」９
月
号
で
、
次
の
と

お
り
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
訂
正
し
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。�

○
17
ペ
ー
ジ
　
獅
子
の
須
古
踊
り�

誤
　
（
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）�

　
　
　
　
　
←�

正
　
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）�

◎市役所各課へは代表番号（　22-4111）からお回しします◎�◎市役所各課へは代表番号（　22-4111）からお回しします◎�

た
だ
し�

平戸市豊かな人づくり推進事業費補助金�

平戸市国際交流振興事業補助金�

平戸市スポーツ振興事業補助金�

平戸市にぎわいづくり支援事業補助金�

平戸市コンベンション開催事業費補助金�

平戸市花とみどりのふるさとづくり事業補助金�

平戸市豊かな農山村づくり事業補助金�

平戸市ひらどふれあい福祉事業補助金�

本庁窓口�

�

�

生涯学習課�

�

�

市民課�

農林課�

福祉事務所�

支所窓口�

�

�

教育委員会分室�

�

�

市民協働課�

産業建設課�

市民協働課�

担当窓口�
補　助　金　名�

企
画
課
地
域
協
働
推
進
室�

　�
内
線
２
3
3
3

補
助
金
の
後
期
申
請
は�

10
月
末
ま
で
！�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

　
内
線
２
5
6
2

新
潟
中
越
沖
地
震�

義
援
金
募
金
の
ご
報
告�

市
民
課�

　�
内
線
２
5
2
1

「
秋
期
定
例
相
談
所
」を�

ご
利
用
く
だ
さ
い
！�

�

総
務
課
広
報
広
聴
班�

　�
内
線
２
３
１
６
�

お
詫
び
と
訂
正�

問�

問�

問�

都
市
計
画
課
都
市
計
画
班�

�
　
内
線
２
２
９
１
�

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す�

問�

市
民
課
環
境
交
通
班�

　�
内
線
２
５
２
８
�

ご
み
分
別
の
徹
底
を
！�

問�

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班�

�
　
内
線
２
６
３
２
�

平
戸
市
美
術
展
覧
会
開
催
！�

問�

問�

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班�

　
内
線
２
６
３
２
�

平
戸
文
化
ま
つ
り
開
催
！�

問�

問�

問� 問�

問�

問�

企画課�

観光商工課�

市民協働課�

産業建設課�
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赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

■８月の交通事故� ■８月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）１名 （軽傷）８名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

10件（　15件）�

748件（648件）�

死

亡

�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

ひらどふれあい福祉基金へ�
○鏡川町　亀石　睦郎　（亡父　豊作）�
野子小学校へ�
○野子町　林　純子　（亡夫　治美）�

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね�

っ
と
」か
ら
の
お
知
ら
せ�

�

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、オ
フ
ィ�

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
」�

受
講
者
募
集
！�

問�

�

�

（
社
）平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

 �
22
‐
3
1
０
0

��【
平
戸
地
区
】�

池
田
　
結
香 

満
貴 

神
船�

小
山
　
乃
愛 

順
也 

野
子�

西
　
　
凌
駕 

聡 

大
野�

松
永
　
悠
吾 

真
悟 

石
原
田�

長
峯
　
彩
華 

義
幸 

大
久
保�

角
野
　
政
宗 

秀
満 

度
島
三
免�

度
嶋
　
涼
太
　
悟 

田
助
在�

畑
原
　
駿
介 

信
司 

曲
り�

【
生
月
地
区
】�

田
渕
　
一
心 

一
貢 

舘
浦
屋
敷�

【
田
平
地
区
】�

畑
原
　
陽
友 

明 

平
戸
口�

神
�
　
葉
月 

正
太 

小
手
田�

後
藤
　
海
斗 

智
徳 

永
田�

岩
永
　
晟
和 

圭
介 

平
戸
口�

白
石
　
彩
花 

和
義 

万
場�

【
大
島
地
区
】�

北
原
　
優
彦 

誠 

東
神
浦�

���【
平
戸
地
区
】�

赤
木
　
光
雄 

91
歳 

7�
/�
21 

草
積�

岡
村
　
保 

78
歳 

7�
/�
28 

清
水
川�

林
　
ト
メ 

90
歳 

8
/
17 

上
中
津
良�

末
吉
　
シ
エ 

88
歳 

8
/
17 

小
川�

柴
戸
　
定
雄 

91
歳 

8
/
17 

川
内
浦�

村
　
マ
ツ 

91
歳 

8
/
18 

木
ヶ
津
第
２�

大
石
　
敏
雄 

84
歳 

8
/
20 

猪
渡
谷�

井
手
　
キ
ヨ 

88
歳 

8
/
25 

大
久
保�

米
倉
　
佐
文 

83
歳 

8
/
26� 

崎
方
町�

山
田
　
多
一 

67
歳 

8
/
27 

根
獅
子
第
２�

松
永
　
ツ
ネ 

83
歳 

8
/
29� 

田
の
浦�

尾
�
　
政
信 

79
歳 

8
/
30 

獅
子
第
１�

田
村
ア
サ
ノ 

84
歳 

8
/
31� 

薄
香
越�

副
島
　
輝
次 

77
歳 

9
/
1 

津
吉
元�

嵜
本
　
安
一 

69
歳 

9
/
5
 神
上�

作
江
　
清
治 

57
歳 

9
/
5 

宝
亀
第
２�

前
田
　
忠 

73
歳 

9
/
8 

田
の
浦�

松
下
　
ミ
メ 

86
歳 

9
/
10 

堤�

山
田
　
十
助 

88
歳 

9
/
11� 

根
獅
子
第
２�

瀧
下
　
　 

76
歳 

9
/
13 

杉
山�

藤
澤
　
ス
ヱ 

98
歳 

9
/
15 

向
月�

【
生
月
地
区
】�

岳
下
　
計 

78
歳 

7
/
14 

堺
目 

       �

西
田
　
明
夫 

93
歳 

8
/
18 

舘
浦
屋
敷�

神
田
　
ミ
ヱ 

87
歳 

8
/
20 

舘
浦
浜�

古
谷
　
健
二 

66
歳 

8
/
23 

浦
北�

近
藤
　
ア
キ 

89
歳 

8
/
26 

山
田 

久
保
ツ
ル
子 

63
歳 

8
/
27 

舘
浦
潮
見�

松
石
　
ツ
イ 

90
歳 

8
/
30 

元
触�

松
山
　
ヨ
シ 

78
歳 

8
/
30 

壱
部�

神
田
ミ
ツ
ヱ 

74
歳 

8
/
31 

舘
浦
浜�

松
本
　
峯
市 

76
歳 

9
/
7 

元
触�

橋
本
ヱ
イ
子 

76
歳 

9
/
9 

堺
目�

内
山
　
イ
キ 

95
歳 

9
/
11 

御
崎�

松
本
　
ツ
ヤ 

87
歳 

9
/
11 

舘
浦
浜�

【
田
平
地
区
】�

谷
川
シ
ズ
オ 

81
歳 

8
/
18 

下
亀�

川
　
　
テ
ツ 

88
歳 

8
/
31 

生
向�

森
　
正
子 

92
歳 

8
/
31 

田
代�

　
木
キ
ミ
エ 

77
歳 

8
/
31 

東
荻
田�

　
　
　（
8
/
16
〜
9
/
15
受
付
分
）�

������

　
60
歳
台
前
半
の
人
を
対
象
に
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
を

開
催
し
ま
す
。�

　
受
講
料
は
、
各
講
習
と
も
無
料
で
す
。�

○
申
込
締
切
　
10
月
31
日（
水
）�

○
定
　
員
　
各
20
人
　
先
着
順�

○
講
習
期
間�

▼
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習�

　
11
月
６
日（
火
）〜
15
日（
木
）�

▼
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習�

　
11
月
27
日（
火
）〜
12
月
６
日（
木
）�

�����

○
期
　
間
　
10
月
〜
12
月�

▼
小
学
生
コ
ー
ス
　�

①
月
・
水
・
木
・
金
曜
日�

　
午
後
４
時
30�
分
〜
、
午
後
５
時
45
分
〜�

②
土
曜
日�

　
午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、
午
後
２

　
時
15
分
〜
、
午
後
３
時
30
分
〜�

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス�

○
対
　
象
　
18
才
以
上
の
男
女�

○
時
　
間
　
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜�

○
定
　
員
　
20
人�

○
料
　
金
　
週
１
回
　
５
千
円（
３
か
月
）�

○
用
　
具
　
水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、

　
ゴ
ー
グ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど�

▼
ア
ク
ア
ビ
ッ
ク
コ
ー
ス（
水
中
運
動
）�

○
時
　
間
　
火
・
水
・
木
曜
日�

　
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜
　�

○
料
　
金
　
５
千
円（
１
か
月
）�

○
講
　
師
　
種
ヶ
嶋
篤
志 

氏�

　           

（
元
猶
興
館
高
校
体
育
教
諭
）�

�����「
海
か
ら
見
た
平
戸
の
風
景
写
真
を�

　
　
　
　
　
撮
影
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」�

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と
」で
は
、

国
土
交
通
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
市
内

の
自
然
景
観
や
植
物
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
今
回
、
こ
の
事
業
の
一
環
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
平
戸
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
海
か
ら
見
た
平

戸
の
風
景
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
、

写
真
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
船
に
乗
っ
て
平
戸
島

周
辺
の
島
々
を
周
遊
し
て
み
た
い
人
、
海

上
か
ら
平
戸
の
自
然
景
観
を
カ
メ
ラ
に
収

め
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。�

○
コ
ー
ス�

▼
10
月
14
日（
日
）�

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時�

　
平
戸
港
交
流
広
場
〜
宮
の
浦
〜
大
島
〜

　
平
戸
港
交
流
広
場�

▼
10
月
20
日（
土
）�

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
20
分�

平
戸
港
交
流
広
場
〜
宮
の
浦
〜
上
・
下

阿
値
賀
島
〜
宮
の
浦
〜
平
戸
港
交
流
広
場�

▼
10
月
21
日（
日
）�

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

平
戸
港
交
流
広
場
〜
宮
の
浦
〜
高
島
〜

尾
上
島
〜
上
・
下
阿
値
賀
島
〜
早
福
瀬

〜
宮
の
浦
〜
平
戸
港
交
流
広
場�

※
平
戸
港
交
流
広
場
と
宮
の
浦
間
は
バ
ス

　
移
動
の
予
定
で
す
。�

○
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
先
着
15
人�

○
参
加
費
　
無
料�

※
弁
当
・
飲
み
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
締
切
　
10
月
12
日（
金
）�

※
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
、
ま
た
は

　
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

「
社
交
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」�

○
と
　
き
　
10
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時
30
分�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

○
参
加
費（
お
茶
・
お
に
ぎ
り
券
付
）�

▼
社
交
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
参
加
費
　�

　
３
千
円�

▼
２
階
観
覧
席
　
１
千
円�

�����

○
と
　
き
　
10
月
27
日（
土
）〜
11
月
18
日 

 

　（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

○
と
こ
ろ
　
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館�

○
見
学
料
　
移
動
美
術
展
の
み
は
無
料（
一

　
般
展
示
と
一
緒
な
ら
入
館
料
必
要
）�

○
内
　
容
　
長
崎
と
ゆ
か
り
が
あ
る
画
家

　
の
絵
画
19
点
を
展
示�

��

　�

��

　
中
高
年
者
を
対
象
と
し
た
、
県
の
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

○
と
　
き
　
10
月
25
日（
木
）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
　�

○
と
こ
ろ
　
江
迎
町
文
化
会
館�

○
対
象
者
　
お
お
む
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者�

○
定
　
員
　
20
人�

○
参
加
費
　
無
料�

い
け

だ
　
　
ゆ
い

か
　
　
み
つ
た
か
�

 こ
や
ま
　
　
　
の

あ
　
　
じ
ゅ
ん
や
�

に
し
　
　
　
　
り
ょ
う
が
　
　
さ
と
し
�

ま
つ
な
が
　
　
ゆ
う

ご
　
　
し
ん

ご
�

な
が
み
ね
　
　
あ
や

か
　
　
よ
し
ゆ
き
�

か
く

の
　
　
ま
さ
む
ね
　
　
ひ
で
み
つ
�

た
く
し
ま
　
　
り
ょ
う
た
　
 
さ
と
る
�

は
た
は
ら
 
　
し
ゅ
ん
す
け
　
し
ん

じ
�

�　た

ぶ
ち
　
　
い
っ
し
ん
　
 
い
っ
こ
う
�

�は
た
は
ら
　
　
よ
う
す
け
　
　
あ
き
ら
�

か
ん
ざ
き
　
　
　
は

づ
き
　
　
し
ょ
う
た
�

　ご

と
う
　
　
か
い

と
　
　
と
も
の
り
�

い
わ
な
が
　
　
せ
い

な
　
　
け
い
す
け
�

し
ら
い
し
　
　
あ
や

か
　
　
か
ず
よ
し
�

�き
た
は
ら
　
　
ゆ
う
げ
ん
　
　
ま
こ
と
�

����あ
か

ぎ
　
　
み
つ

お
�

お
か
む
ら
　
　
た
も
つ
�

は
や
し
�

す
え
よ
し
�

し
ば

と

　

さ
だ

お
�

む
ら
�

お
お
い
し
　
　
と
し

お
�

い
　
で
�

��

よ
ね
く
ら
　
　
す
け
ふ
み
�

や
ま

だ
　
　
　
た

い
ち
�

ま
つ
な
が
�

 お

さ
き
　
　
ま
さ
の
ぶ
�

 た

む
ら
�

そ
え
じ
ま
　
　
て
る
じ
�

さ
き
も
と
　
　
や
す
い
ち
�

さ
く

え
　
　
　
き
よ
は
る
�

ま
え

だ
　
　
た
だ
し
�

ま
つ
し
た
�

や
ま

だ
　
　
じ
ゅ
う
す
け
�

た
き
し
た
　
し
げ
る
�

ふ
じ
さ
わ
�

　
�

た
け
し
た
　
は
か
る
  
 
 
 
 
 
 
�

に
し

だ
　
　
と
し

お
�

こ
う

だ
�

ふ
る
た
に
　
　
け
ん

じ
�

こ
ん
ど
う
 

 
 
 
 
 
 
 
�

 く

ぼ
�

ま
つ
い
し
�

ま
つ
や
ま
�

こ
う

だ
�

ま
つ
も
と
　
　
み
ね
い
ち
�

は
し
も
と
�

う
ち
や
ま
�

ま
つ
も
と
�

�た
に
が
わ
�

か
わ
し
り
�

も
り
　
　
ま
さ

こ
�

た
か

ぎ
　
�

�

10件�

1名�

9名�

○
入
場
料
　
無
料�

○
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
平
戸
の
歌
、
す
も�

も
、
海
の
中
の
故
郷
、
わ
が
平
戸
、
平

戸
に
て
、
平
戸
の
四
季
、
平
戸
さ
く
ら
、

風
揺
ら
ぐ
　
ほ
か�

�

����

○
と
　
き
　
10
月
26
日（
金
）午
後
７
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
大
曲
公
家（
岩
の
上
町
）　�

○
奏
　
者
　
小
林
　
利
美（
フ
ル
ー
ト
）�

　
　
　
　
　
小
川
　
貴
之（
ピ
ア
ノ
）�

　
　
　
　
　
小
川
　
　
源（
声
楽
）�

○
入
場
料
　
２
千
円（
飲
み
物
付
き
）�

※
必
ず
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

������

○
と
　
き
　
10
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時�

○
と
こ
ろ
　
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
松
浦
火

　
力
発
電
所�

○
内
　
容
　
発
電
所
見
学
会
や
キ
ャ
ラ
ク

　
タ
ー
シ
ョ
ー
、
物
品
販
売
な
ど�

○
料
　
金
　
無
料�

　
11
月
１
日
の
灯
台
記
念
日
行
事
の
一
環

と
し
て
、
生
月
町
の
大
碆
鼻
灯
台
を
一
般

公
開
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
10
月
28
日（
日
）
午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時�

○
と
こ
ろ
　
大
碆
鼻
灯
台�

○
内
　
容
　
各
種
灯
台
機
器
・
使
用
電
球
・�

灯
台
写
真
パ
ネ
ル
、
潜
水
服
な
ど
の
展

示
、
海
上
保
安
官
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
、

水
質
汚
染
調
査
　
ほ
か�

����

�

　
平
戸
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
合
唱
団
は
、
今
年
で

結
成
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
30
周
年
記
念
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
歴
史
を
物
語
る
数
々
の
平
戸
に
ち

な
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心
に
発
表
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

○
と
　
き
　
10
月
14
日（
日
）
午
後
２
時

　
開
演�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル�

「
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ�

輪
ン
ダ
フ
ル
ホ
リ
デ
ー
&
�

ま
つ
う
ら
２
０
０
７
」開
催�

問�
�

Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
松
浦
火
力
発
電
所�

　
０
９
５
６
‐
7
2
‐
１
２
０
１
�

第
３
回「
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
」�

〜
フ
ル
ー
ト
と
歌
曲
で
彩
る
秋
〜�

問�

�

�

庭
を
守
る
会（
大
曲
さ
ん
）�

　�
22
‐
３
４
０
６
�

平
戸
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
合
唱
団�

　　�
　�
30
周
年
記
念
発
表
会�

問�

�

�

同
合
唱
団
会
長（
小
楠
さ
ん
）�

　�
22
‐
３
５
３
１
�

灯
台
記
念
日
に�

「
大
碆
鼻
灯
台
」一
般
公
開
！�

問�

�

�

佐
世
保
海
上
保
安
部
交
通
課�

 �
0
9
5
6
‐
31
‐
５
５
１
２
�

問�

第
３
期
ス
イ
ミ
ン
グ�

　  

ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集�

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど�

 �
23
‐
８
３
５
１�

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と�
�
 �
22
‐
４
３
７
２�

長
崎
県
美
術
館�

　  

「
移
動
美
術
展
」開
催
！�

�

問�

生
月
町
博
物
館
・
島
の
館�

 
53
‐
３
０
０
０�

「
県
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」�

を
江
迎
町
で
開
催
し
ま
す�

�

問�

再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
世
保�

 
０
９
５
６
‐
24
‐
１
０
９
０�

い
ず
み�
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